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このたびは「自動検針装置 TOSCAM-B11」をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございま

す。 

本製品を正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属品付属品付属品付属品リストリストリストリスト    
本製品には下記の付属品がありますのでご確認ください。 

 

● 自動検針装置 ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１ 取扱説明書（本書）  ×１部 

● 自動検針装置 ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１ 工事要領書   ×１部 

● 端末伝送器  ＲＱ－ＴＴＥ     取扱説明書   ×１部 

● 終端抵抗       ×４個 

● 扉キー       ×３個 

   （鍵番号：0600 タキゲン製造株式会社） 

● プリンタ用紙       ×１箱（１０巻） 

  （サーマルロール紙 P-58-30 三栄電機株式会社） 

● ヒューズ（５Ａ）      ×２個 

 

 

本製品の設置・取り外し作業については、弊社サービス店にご連絡ください。 

おおおお願願願願いいいい 

はじめに 



 

２ 

 

 

 

 

 

本取扱説明書には、お使いになる方（設置工事をされる方）や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、

安全に正しくお使いいただくために重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

表示の説明 

表 示

 

表 示 の 意 味

 
 

 

 

  “誤った取り扱いをすると人が死亡する、または重傷を負う危険が差し迫って 

  発生する可能性のあること”を示します。 

 

 

 

  “誤った取り扱いをすると人が死亡する、または重傷を負う可能性のあること” 

  を示します。 

 

 

 

  “誤った取り扱いをすると人が
＊１

傷害を負う可能性、または
 ＊２

物的損害のみが発生 

  する可能性のあること”を示します。 

＊１：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電などをさします。 

＊２：物的損害とは、財産・資材の破損にかかわる拡大損害をさします。 

図記号の説明 

図記号 図 記 号 の 意 味

  

 

 
 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

  具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 

 

 

 

 強制（必ずすること）を示します。 

 具体的な強制内容は、図記号の近くに絵や文章で指示します。

 

 

注意                           

 

 

警告                           

危険                       

安全上のご注意 



 

３ 

 

 

免責事項について 

・ 地震などの自然災害および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故

意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を

負いません。 

・本製品の使用または使用不能あるいは設定の誤りから生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業

の中断など）に関して、当社は一切責任を負いません。 

・ 取扱説明書で説明された以外の使い方によって生じた損害に関して、当社は一切責任を負いませ

ん。 

・ 当社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関し

て、当社は一切責任を負いません。 

設置工事をされる方について 

・本製品を設置する方は、工事要領書を熟読し内容を理解した上で作業を行なってください。  

・ 本製品の設置・取り外し作業の実施については、電気工事などの専門の技術を有する人が行なっ

てください。 

 

用途制限について 

・ 本製品は、人の生命に直接関わる装置(※1)や人の安全に関与し公共の機能維持に重大な影響を及

ぼす装置(※2)に使用するよう設計・製造されたものではないため、それらの装置に本製品を使用

しないでください。 

  ※1：生命維持装置や手術室用機器などの医療機器や、火災報知器などの防災設備など。 

  ※2：集団輸送システムの運転制御・航空管制システムや原子力発電所の装置など｡ 

 

安全上のご注意（つづき） 
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 ■ 病院など電波の使用が禁止された場所には設置しないこと 

医療用電子機器に悪影響を与える恐れがあります。 

 ■本装置やコード類の分解・改造・修理はしないこと 

 感電・火災・けがの原因となります。 

 修理が必要な場合は、弊社サービス店へご連絡ください。 

 

 ■本装置やコード類のいたずらはしないこと 

 感電・火災・けがの原因となります。 

 

 

 ■屋外や浴室など、水のかかる場所に置かないこと 

感電・火災の原因になります。 

 

 

 ■ぬれた手で、設置・取り外し作業・操作をしないこと 

 感電の原因になります。 

 

 

 ■定格電圧を超える電源に接続しないこと 

 感電・火災の原因になります。 

ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ）でご使用ください。 

 

 ■インバータの二次側など定格商用周波数以外での使用はしないこと 

商用周波数以外の周波数（高周波含む）で使うと火災や破壊の原因になります。 

 

 

 

いたずら禁止  

警告                           

 

禁止 

 

水ぬれ禁止 

 

禁止 

 

禁止 

安全上のご注意（つづき） 

 

ぬれ手禁止 

 

分解禁止 
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 ■機器を設置した後、ＡＣ電源を入れた状態で充電部には触れないこと 

感電・火災の原因になります。 

 

 

 ■火花の近くに設置しないこと 

 火花を発生するもの（スイッチ、ヒューズなど）の近くや、火気の近くで使用しない

でください。バッテリは充電によって引火性のガスを発生することがあり、火花がガ

スに引火し、破裂などの恐れがあります。 

 ■発熱部の近くに設置しないこと 

 発熱部の近くで使用されるとバッテリの温度が上がり、液漏れ、発火、 

破裂の恐れがあります。 

 ■バッテリを火中に投入したり、加熱しないこと 

バッテリを火中に投入すると、バッテリを破裂させたり、有毒ガス発生の原因になる

恐れがあります。 

 

 

 

■配線後、電源および端末伝送器接続用端子台に保護カバーを取り付けること 

感電・火災の原因になります。 

 

 

 ■基板のカバーを外さないこと 

感電・火災の原因になります。 

 

 

 ■落下した場合は、すぐに機器の使用を中止すること 

 そのまま使用すると、感電・火災の原因になります。 

 点検・修理を弊社サービス店へご依頼ください。 

 

 

禁 止  

警告                           

安全上のご注意（つづき） 

 
強制 

 

禁 止  

 

 

禁 止  

 

 

禁 止  

 

禁 止  

 
強制 
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 ■ 異臭がしたり、発煙・過熱したときは、機器の使用を中止すること 

 そのまま使用すると、感電・火災の原因になります。 

 点検・修理を弊社サービス店へご依頼ください。 

 ■設置および取り外し作業を行なう前に、ＡＣ電源を切っておくこと 

 電源を切らないで作業すると感電の原因になります。 

 

 ■取付・配線工事は、弊社サービス店又は専門業者に依頼すること 

誤った取付・配線工事をされ不備があると、感電・火災・故障の原因 

になります。 

 ■定期的に、ケーブル等の接続状態を確認すること 

ケーブルが外れていると、感電や火災および通信エラーの原因になります。 

万一、ケーブルが外れていたときは、ＡＣ電源を切ってから、再度接続してくださ

い。 

 ■設置および稼働中は、接続ケーブルや本体・端末伝送器に不要な力がかからな

いよう、ケーブルを固定すること 

ケーブル類の断線や接続箇所が外れるなど、感電や火災および通信エラーの原因に

なります。 

 ■設置するとき、接続ケーブルをむやみにねじったり、引っ張ったりして接続し

ないこと 

 ケーブル類や接続箇所に力がかかり、断線や接続が外れるなどで、感電や火災および

通信エラーの原因となります。 

 

 

 
強制 

 
強制 

 

 

禁止 

警告                           

安全上のご注意（つづき） 

 
強制 

 
強制 

 
強制 
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製品の故障や性能低下などを防ぐために、以下の事項をお守りください。 

 

■次のような場所への設置および保管はしないでください。 

 本製品の寿命を短くしたり動作不良の原因となります。 

 ・周囲温度が－５～＋４５℃の範囲を超える場所 

 ・周囲湿度が２０～８０％ＲＨの範囲を超える場所 

 ・直射日光が当たる場所              ・ほこり、腐食性ガスが多い場所 

 ・強い電界、磁界が発生する場所          ・高温になる場所 

 ・振動、衝撃が加わる場所             ・水滴がかかる場所 

 ・過電流が流れる場所 

 

■本製品は強い振動、衝撃を加えないようにていねいにお取り扱いください。 

運搬や取り付けの際に、強い振動、衝撃を加えると故障の原因となります。 

 

■ このシステムの電源は、他の電気機器の負荷変動および電気ノイズ等の影響のあるものは

避けて下さい。 

電動機、エレベータ、電気溶接機、静電気複写機および電気炉などの近くにある場合は、特に注意

が必要です。もし、これらの負荷と同系統の電源のときは、別系統の電源を用意してください。 

  

■ AC スイッチは、常時 ONの状態でご使用ください。 

 「電源」ランプ、「端末電源」ランプともに点灯の状態です。 

 

■ 停電補償用のバッテリは、使用開始直後または長時間使用しなかった後に使用する場合に

は、充電不足状態の時があります。 

 

■ 本装置は停電補償用バッテリを搭載していますが、下記のように定期交換が必要です。   

 推奨使用年数を目安に最寄の弊社サービス店にご連絡ください。有償にて交換を承ります。 

 推奨使用年数 使用条件 

停電補償用バッテリ ２年 

＊常温・常湿の屋内 

 （20℃～25℃、20～80%） 

＊塵埃・塩分等を含まない環境 

＊腐食性ガスの無い環境 

注１） バッテリは温度の高い環境における使用では寿命が著しく低下しますので注意が必要です。 

注２） お客様にてバッテリを処分しないでください。弊社が交換したバッテリは電池メーカへ送付し、

リサイクル処理されます。 

 

取扱い上のお願い 



 

 ８ 

 

■システムの正常な動作を維持するために日常点検を実施してください。 

また、１年に１回程度、定期点検の実施をおすすめします。弊社サービス店にご連絡ください。

（有償） 

 

■タッチパネルの表面が汚れたときには、めがね拭き用のクロスなどの柔らかい布で軽く拭

いてください。 

・どうしても汚れがとれない場合はＯＡクリーナーを使用して拭き取ってください。 

・硬いものでゴシゴシ擦らないでください。 

・「11.6 画面掃除」の画面にて掃除を行なってください。 

 

■プリンタの表面が汚れたときには、柔らかい布で乾拭きするか、中性洗剤を含ませた布で

拭いた後、乾拭きしてください。 

 ・シンナー、ベンジンなどの揮発性の薬品は使用しないでください。 

 ・プリンタの内部は絶対に水で濡らさないでください。 

■ バッテリのふたなどに亀裂、変形および液漏れが見られる場合はバッテリを交換する必要

がありますので弊社サービス店にご連絡ください。 

 

■ ほこりなどによるバッテリの外観に汚損が見られた場合は、水または温水で湿した布切れ

で清掃してください。 

・乾いた布の使用は静電気を発生させ、引火などの原因になる恐れがあります。 

 

■本製品で算出した料金は参考としてご使用ください。 

 ・テナント等にご請求される場合には事前に確認してください。 

 

■ 本製品を破棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」に

従って適正に処理してください。 
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1.1.1.1. システムシステムシステムシステム構成構成構成構成    

1.1. 自動検針装置の構成 

 

自動検針装置ＴＯＳＣＡＭ-Ｂ１１は、ビル、マンション等に設置された発信装置付計量器（電

力量計、ガスメータ、水道メータ等）の計量値を毎月の検針日に集中検針してその検針結果をも

とに料金計算を行い料金表を作成します。この一連の機械処理により検針業務の効率化を図るこ

とを目的としています。 

 

自動検針装置ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１を用いた自動検針システムは以下の機器で構成されます。 

 機器名 概要 

１ 自動検針装置 

(TOSCAM-B11) 

・操作パネル、サーマルプリンタ、電源部、無停電

電源部および端子台で構成されています。 

・操作パネルは液晶およびタッチパネルで主に構成

されます。液晶は計量値および設定内容等を表示

し、タッチパネルを指やタッチペンで押すことに

より各処理や印字等の操作を行ないます。 

２ 端末伝送器   （注１） 

（RQ-TTE、N-TTE、TTE） 

・計量器から発信されたパルスを積算計量する電子

カウンタと電子カウンタの値を自動検針装置本体

に送出する伝送機能があります。 

３ 発信装置付計量器（メータ） 

（注２） 

・電力量計、ガスメータ、水道メータ等があります。 

４ 上位装置 

（オプション） 

・上位装置と接続用の RS-232C I/F を経由した回

線にて複数台の TOSCAM-B11 を上位装置にあた

るコンピュータへ接続し検針データの収集、管

理等を行なうことができます。 

注１）本書の中では以降、端末伝送器については「TTE」と称します。 

注２）本書の中では以降、発信装置付計量器は「メータ」と称すこともあります。 
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M M ……… M M ……… M M ……… 

……………… 

発信装置付計量器 

最大１０台接続 

#1 #2 #3 
#0 端末伝送回線（RS-485） 

端末伝送器 

（最大１０台） 

上位伝送回線（RS-232C） 

TOSCAM-B11 本体 

上位装置 

（オプション） 

……………… 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１ ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１
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1.2. 上位伝送機能を用いたシステム構成の例 

 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１と上位装置（コンピュータ）とを接続して、上位装置からデータ伝送器要

求を受け取ったＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１はその要求に従って必要なデータを上位装置にデータ伝

送（上位伝送）することで、検針データの収集を上位装置から行なうことができます。この上位

装置とＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１を接続する方法として次の４通りがあります。 

なお、上位装置および上位装置ソフトはオプションです。 

 

直結接続 

 

ＲＳ－２３２Ｃケーブルを使って、上位装置（コンピュータ）と直接接続する方法です。※１ 

 

 
 

専用回線（２線式）による接続 

 

２線式の専用回線とモデムを使用して遠距離のデータ伝送を行なうことができます。※２ 

 

 
 

 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル 

専用回線（２線式） 

２線式 
モデム 

２線式 
モデム 

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１

ＲＳ－２３２Ｃケーブル 

※１ 直結接続のときのＲＳ－２３２Ｃケーブルは、送信と受信の各信号ラインがクロ

ス接続され、送信要求信号（ＲＳ）と送信可信号（ＣＳ）がリバースで結線され

たケーブルを用います。 

※２ 専用回線（２線式）接続のときのＲＳ－２３２Ｃケーブルは、ストレートケーブ

ルを用います。 
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専用回線（４線式）による接続 

 

４線式の専用回線とモデムを使用して遠距離のデータ伝送を行なうことができます。※１ 

 

 
 

加入電話回線（ＮＴＴ回線）経由による接続 

 

ＮＣＵ機能付きモデムとＮＴＴ電話回線を使うことにより、上位装置（コンピュータ）がいずれ

の場所にあっても複数（１：Ｎ）のＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１とデータ伝送を行なうことができます。

※１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル 

電話回線 

モデム 
ＮＣＵ 

モデム 
ＮＣＵ 

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル モデム 
ＮＣＵ 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル 

専用回線（４線式） 

４線式 
モデム 

４線式 
モデム 

ＲＳ－２３２Ｃ 

ケーブル 

※１ ＲＳ－２３２Ｃケーブルは、ストレートケーブルを用います。 
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1.3. ＲＳ－２３２Ｃケーブル結線図 

 

モデム等との接続の場合 

 

モデム等との接続例を以下に示します。ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１側の接続にはＤ－ｓｕｂ２５ピン

（オス、ミリネジ）のＲＳ－２３２Ｃケーブルを使用してください。 

 

 

 

 

パソコンとの接続の場合 

 

ＤＯＳ／Ｖパソコンとの接続例を以下に示します。Ｄ－ｓｕｂ９ピン（メス）－Ｄ－ｓｕｂ２５

ピン（オス、ミリネジ）のクロスケーブルを使用します。下図のようにＲＳ信号とＣＳ信号が接

続されて、ＣＤ信号に結線されているクロスケーブルをご使用ください。 

 

 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１                 モデム等 

２ SD （TxD） 

３ RD （RxD） 

４ RS （RTS） 

５ CS （CTS） 

６ DR  (DSR) 

７ SG （GND） 

８ CD （DCD） 

２０ ER  (DTR) 

２２ CI （RI） 

D-sub 25 ﾋﾟﾝ 

３ SD （TxD） 

２ RD （RxD） 

７ RS （RTS） 

８ CS （CTS） 

６ DR  (DSR) 

５ SG （GND） 

１ CD （DCD） 

４ ER  (DTR) 

９ CI （RI） 

D-sub 9 ﾋﾟﾝ 

２ SD （TxD） 

３ RD （RxD） 

４ RS （RTS） 

５ CS （CTS） 

６ DR  (DSR) 

７ SG （GND） 

８ CD （DCD） 

２０ ER  (DTR) 

２２ CI （RI） 

D-sub 25 ﾋﾟﾝ 

３ SD （TxD） 

２ RD （RxD） 

７ RS （RTS） 

８ CS （CTS） 

６ DR  (DSR) 

５ SG （GND） 

１ CD （DCD） 

４ ER  (DTR) 

９ CI （RI） 

D-sub 9 ﾋﾟﾝ 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１              パソコン（ＤＯＳ／Ｖ） 
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2.2.2.2. TOSCAMTOSCAMTOSCAMTOSCAM----B11B11B11B11 のののの各部各部各部各部のののの名称名称名称名称    

2.1. 本体正面および側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2. 本体底面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取手 

通気口 
（両側にあります） 

プリンタ タッチパネル付きＬＣＤ 

端末電源ＬＥＤ 

電源ＬＥＤ ラック取付け 

用アングル 

電線挿入口Φ３６ 
上位伝送用ＲＳ２３２Ｃ 

ケーブル挿入口 

通気口 

※扉を開閉するときは指等が挟まれないようにご注意くだ

さい。 

※通気口をふさいで本体を密閉構造にしないでください。

密閉構造にすると異常時にバッテリーが発火や破裂の恐

れがあります。 

 

 

扉キー 

警告警告警告警告    

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１



                                   2 TOSCAM-B11 の各部の名称  

 １７ 

 2.3. 本体内部 

 

 
 

 

電源端子台 ＴＴＥとの 

接続用端子台 

バッテリ バッテリカバー 
ＩＤ番号設定スイッチ 

 

上位通信用 

ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ 

ＡＣ電源スイッチ 

プリンタ電源スイッチ 

プリンタ 

メイン基板 

カバー 

端子台基板 

カバー 

背面の電線挿入口 

ＦＧ線 

※端子台基板カバーおよびメイン基板カバーを開けないで

ください。感電の恐れがあります。 

※バッテリの端子部に触れないでください。感電の恐れがあ

ります。 

※ＡＣ電源スイッチがＯＦＦの場合でも、バッテリは活きて

いますので、バッテリの短絡には十分注意してください。 

※ＦＧ線を外さないでください。ＦＧ線を外すと、故障や漏

電のときに感電する恐れや動作不良の恐れがあります。 

 

警告警告警告警告    
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2.4. プリンタ 

 

 

ペーパーカバーオープンボタン 

ペーパーカッタ 

ペーパーカバー 

※プリンタ用紙を紙挿入口より引っ張る又は逆に引っ張ると故障

の原因になりますのでお止めください。 

※付属品のプリンタ用紙は感熱紙です。以下のようにお取扱いに

ご注意ください。 

 ・固いもので強くこすらないでください。 

 ・有機溶剤の近くに置かないでください。 

 ・塩化ビニールフィルム、消しゴムや粘着テープに長時間接触

させないでください。 

 ・プリンタ用紙は必ず指定紙をお使いください。 

※プリンタ背面のディップスイッチは次のように設定されてい

ますので触らないでください。 

 

 

 

注意注意注意注意    

No. 状態 

１～４ ＯＮ 

５～０ ＯＦＦ 
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3.3.3.3. 機能一覧機能一覧機能一覧機能一覧    

このシステムは、検針、読取、印字、登録、設定、および保守モードから構成され、本体の画面

操作または上位装置からの通信により各機能を実行できます。 

モード 

 

主な機能 内容 

検針 ・全メータ検針 

・入居者別検針 

・メータ種別検針 

・個別メータ検針 

・保留再検針 

・全メータ、入居者別、メータ種別、

個別メータの検針を行なうことが

できます。また、検針に引き続き

使用量と料金表の印字を行ないま

す。 

・更新を保留したメータの再検針を

行なうことができます。 

読取 ・全メータ読取 

・入居者別読取 

・メータ種別読取 

・個別メータ読取 

・全メータ、入居者別、メータ種別、

個別メータの読取を行なうことが

できます。また、指針値の表示ま

たは印字を行ないます。 

印字 ・料金表印字 

・使用量表印字 

・全メータ、入居者別、メータ種別、

個別メータの料金表および使用量

の印字を行ないます。 

設定 ・日付・時刻設定 

 

 

・現在の日付および時刻を自動検針

装置本体に設定します。 

 

 ・上位伝送設定 ・上位伝送の通信速度、接続方式を

設定します。 

保守 ・システムログ 

 

・検針値設定 

・システムエラー等のログ内容の表

示を行ないます。 

・検針値の修正を行ないます。 

 ・ＴＴＥメンテナンス 

 

・検針値確認 

・登録情報読出し 

・ＴＴＥのパラメータやカウンタの

設定・確認を行ないます。 

・検針値の確認を行ないます。 

・登録情報の確認および印字を行な

います。 

 

 上位伝送時に使用するＩＤ番号は本体内部のＩＤ番号

設定スイッチにて設定します。 注意注意注意注意    
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4.4.4.4. 用語用語用語用語のののの説明説明説明説明    

4.1. 検針について 

 

検針とは、端末伝送器に接続しているメータのメータ値（計数値）をセンタ装置で読取ることを

いいます。読取った値を指針値と呼びます。 

 

（１）検針方法 

オペレータの操作による検針と毎月設定された日時に自動的に検針を行なう定時検針の２種類

の検針方法があります。 

 

（２）オペレータの操作による検針の種類 

オペレータの操作による検針には次の種類があります。 

 

 種類 内容 

１ 全メータ検針 ・オペレータの操作により、検針可能な全メータについて

検針します。 

・検針終了後、使用量表および料金表の印字ができます。

ただし、印字の有無はメータ単位であらかじめ設定する

必要があります。 

 （初期値は印字有りとなっています。） 

２ 入居者別検針 ・オペレータの操作により、特定入居者のメータについて

検針します。 

・指定入居者の検針後、継続して別入居者の検針を行なう

こともできます。 

・印字は全メータ検針の場合と同様です。 

３ メータ種別検針 ・オペレータの操作または検針日時設定により、特定種別

のメータを検針します。 

・印字は全メータ検針の場合と同様です。 

４ 個別メータ検針 ・オペレータの操作により、特定のメータを検針します。 

・指定メータの検針後、継続して別メータの検針を行なう

こともできます。 

・印字は全メータ検針の場合と同様です。 

５ 保留再検針 ・オペレータの操作により、検針でエラーとなったメータ

に対して、メータ種別を指定して再検針を行ないます。 

・印字は全メータ検針の場合と同様です。 

 

 

4.2. 検針メータ数について 

 

検針メータ数は最大 400台です。また、電気、ガス、水道等のメータ種別は 10 種類まで登録で

きます。なお、１入居者には、最大 15台までのメータが登録できます。※1 

 

 

 

※1 ＴＴＥが 30台のときの停電補償時間が 16時間です。 

         ＴＴＥが 40台のときの停電補償時間が 12 時間です。    注意注意注意注意    
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4.3. 入居者、メータの指定方法について 

 

端末アドレス 

端末アドレスは、接続回線（０～３）、ＴＴＥの機器アドレス（０～９）およびメータ番号（０

～９）から構成される３桁の数字（０００～９９９）です。これは、どのＴＴＥのどのメータを

検針するか指定する場合に必要です。 

 

 

4.4. 検針値と指針値について 

 

ＴＴＥから送られてくる各メータのメータ値（計数値）を検針値と呼んでいます。この検針値を

メータ種類の単位（kWh等）に換算したものを指針値と呼び、換算するための計数のことをメー

タの乗率と呼びます。 

 

・検針値は１０進６桁です。 

・乗率の範囲は０．０１～１００です。 

・指針値は１０進８桁です。（整数のみ） 

・使用量は１０進６桁です。ただし、合計使用量は９桁となります。（整数のみ） 
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 4.5. 料金計算について 

 

料金は次の式で計算されます。 

 

１）今回使用量(X)が基本使用量(P1)以下の場合(X≦P1) 

  料金 ＝ 基本料金 

 

２）今回使用量(X)が基本使用量(P1)を超え、単価変更使用量１(P3)以下の場合(P1＜X≦P3) 

  料金 ＝ 基本料金 ＋( ( 今回使用量 － 基本使用量 )× 単価 1 ) 

 

３）今回使用量(X)が単価変更使用量１(P3)を超え、単価変更使用量２(P5)以下の場合(P3＜X≦P5) 

  料金 ＝ 基本料金 ＋( (単価変更使用量１ － 基本使用量 ) × 単価 1 ) 

       ＋ ( 今回使用量 － 単価変更使用量１ ) × 単価 2 ) 

 

４）今回使用量(X)が単価変更使用量 2(P5)を超えている場合(P5＜X) 

  料金 ＝ 基本料金 ＋( (単価変更使用量１ － 基本使用量 ) × 単価 1 ) 

       ＋ ( 単価変更使用量 2 － 単価変更使用量１ ) × 単価 2 ) 

       ＋ ( 今回使用量 － 単価変更使用量 2 ) × 単価 3 ) 

 

基本料金 

料金 Y 

使用量 X 

基本使用量 単価変更 

使用量１ 

P0 

P1 P3 

P2 P4 

単価１ 単価２ 

P６ 

単価３ 

単価変更 

使用量 2 

P5 

 

※１ 単価変更使用量 2が設定されていない場合は４）の条件判定を行ないません。 

※２ 単価変更使用量１が設定されていない場合は３）、４）の条件判定を行ないません。 

※３ 料金は１０進６桁で６桁を超えた時にオーバーフローとなります。ただし、メータ

および入居者の合計料金は９桁となります。（整数のみ） 

 

 本製品で算出した料金は参考としてご使用ください。    
注意注意注意注意    
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5.5.5.5. 操作操作操作操作フローフローフローフロー    

 

本製品とＴＴＥ、メータの取付け、配線したＴＴＥへの各設定が終了した後の操作手順例を以下

に示します。 

 

 

 

  

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品のＩＤ番号をＩＤ番

号設定スイッチを使用して

設定する 

操作する機能 

パソコンを用いて本装置

へ設定・登録を行なう 

パスワードの設定 

Ｐ２９参照 

全メータ検針 

検針を行なう 

Ｐ３１参照 

Ｐ４４参照 

Ｐ４５ 参照 

Ｐ４６参照 

・・・・・・・・・・・・・・   設定は弊社サービスマンが行ないます。 

 

Ｐ５６参照 

読取を行なう 

・・・・・・・・・・・・・・   設定・登録は弊社サービスマンが行ない

ます。（運用後に変更がある場合は弊社

までご連絡ください。） 

 ・・・・・・・・・・・・・・   必要に応じて設定します。 

 

入居者別検針 

メータ種別検針 

個別メータ検針 

保留再検針 

（定時検針） 

全メータ読取 

入居者別読取 

メータ種別読取 

個別メータ読取 

Ｐ４７参照 

Ｐ３３参照 

Ｐ３５参照 

Ｐ３９参照 

Ｐ３８参照 

印字を行なう 

保守を行なう 

設定を行なう 

Ｐ７７参照 

Ｐ２８、８０参照 

Ｐ５１参照 
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6.6.6.6. 画面画面画面画面とととと操作操作操作操作    

6.1. 画面と操作方法 

 

画面操作はタッチパネル画面に表示しています各種ボタンを押すことで行ないます。 

操作例１ 操作選択画面 

 

操作例２ 数値入力画面 

 

 操作例３ 一覧表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 
No. 記号 名称         

戻る

000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 

004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 
009 9999 九州支社 

検針

１ページ単位で下方向に

表示項目を切替えます 

カーソルをひとつ下に

進めます 

カーソルをひとつ上に

進めます 

 2000/01/01 00:00 メインメニュー 

２０９９年１２月３１日２３時５９分５９秒 

ＯＫ 

ｷｬﾝｾﾙ ０ 

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

９ 

 2000/01/01 00:00 メインメニュー 

検針

読取

印字

保守

設定

左画面のように□で囲まれたボタンを押

すと、画面が切替ります。 

ただし、操作できないボタンは色が薄く

なっています。  

 

 

検針 

タッチパネル画面に各種の

表示を行ないます。 

画面操作はタッチパネル画

面に表示している各種ボタ

ンを押すことで行ないます。 

１ページ単位で上方向に表

示項目を切替えます 

左画面のように下線がついている文字列はカーソル

が移動する数字を表します。 や  を押すと、反

転表示されているカーソルが移動します。そこで数

字ボタンを押すとカーソルのある数値が入力した数

値に変わります。数値を入力すると、カーソルの位

置が最下位桁以外は次の桁に自動的に移動します。 
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6.2. 初期画面 

 

電源投入後しばらくするとメインメニュー画面を表示します。 

この画面で各メニュー(｢検針｣、｢読取｣、｢印字｣、｢保守｣、｢設定｣)を表示したボタンを押すこと

により、サブメニュー画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2000/01/01 00:00 メインメニュー 

検針 

読取 

印字 

保守 

設定 

メモメモメモメモ ＜＜＜＜通信表示通信表示通信表示通信表示についてについてについてについて＞＞＞＞    

表示部右上隅にＴＴＥまたは上位装置との通信状態をあらわす

菱形の表示があります。この表示は右のように通信状態をあらわ

しています。 

 2000/01/01 00:00 メインメニュー 

検針 

読取 

印字 

保守 

設定 

表示 通信状態 

▲ 
上位装置と通信中です 

△ 
上位装置とは通信してい

ません 

▼ 
ＴＴＥと通信中です 

▽ 
ＴＴＥとは通信していま

せん 

 

 先端が尖ったもので画面を押さないでください。画面に

傷がつきます。    
注意注意注意注意    
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6.3. メインメニューとサブメニュー画面 

 

メインメニュー画面上の各ボタンを押すと以下のようなサブメニュー画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

 2007/01/19 03:00 メインメニュー 

検針 

読取 

印字 

保守 

設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 印字メニュー 

戻る 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 保守メニュー 

戻る 

TTEﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

検針値確認･設定 

登録情報確認 

システムログ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

検針メニュー画面の操作方法は
｢7.検針｣を参照してください 

読取メニュー画面の操作方法は
｢8.読取｣を参照してください 

印字メニュー画面の操作方法は
｢9.印字｣を参照してください 

保守メニュー画面の操作方法は
｢10.保守画面｣を参照してくださ
い 

設定メニュー画面の操作方法は
｢11.設定｣を参照してください 

メモメモメモメモ 

＜＜＜＜画面消灯画面消灯画面消灯画面消灯についてについてについてについて＞＞＞＞    

起動後または最後に画面入力を行なった後から５分間、何も画面入力がない

場合には、自動的に画面表示が消えます。この状態から画面のどこかを押す

とメインメニュー表示に戻ります。下記の消灯時も同じです。 

・オペレータ操作による検針または読取時は印字終了後から５分間、何も

画面入力がない場合に消灯します。 

・定時検針時は検針終了後、即座に画面が消灯します。 
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 6.4. 警報表示 

 

どこの画面を表示していても、最下位行に以下の３つの警報を表示します。 

 

警報種類 条件 対処方法 

プリンタ紙切れ プリンタの紙切れが発生し

たときに「紙切れ」と点滅表

示します。 

プリンタ用紙の有無を確認

してください。 

無い時はプリンタ用紙を入

れてください。 

プリンタ警報 

プリンタエラー プリンタエラーを発生した

ときに「ﾌﾟﾘﾝﾀ」と点滅表示

します。 

ただし、プリンタエラーと紙

切れが同時に発生した場合

は「紙切れ」のみ表示します。 

 

プリンタ用紙の紙詰まりが

無いか確認してください。 

それでも復帰しなければ、 

弊社サービス店にご連絡く

ださい。 

バッテリ警報 バッテリ電圧低

下 

バッテリ電圧低下が発生し

たときに「電池」という文字

を点滅表示します。 

弊社サービス店にご連絡く

ださい。 

充電回路警報 充電回路異常 バッテリの充電回路異常が

発生したときに「充電」とい

う文字を点滅表示します。 

弊社サービス店にご連絡く

ださい。 

 

 

また、本製品の異常を本体外部へ伝えるため、１点の警報出力を設けてあります。※１ 

上記４つの警報に対して警報出力有無の設定があります。出力が有（出力する）に設定され、 

上記条件が発生した場合に、警報出力がＯＮになります。 

初期設定は全て無（出力しない）となっています。 

 

 

 

 

 

 

プリンタ警報 バッテリ警報 充電回路警報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙切れ 

2007/01/15 15:00 

電池 

メインメニュー 

検針 

読取 

印字 

保守 

設定 

充電 

※１ 警報出力の設定は、設定ツールを使用し通信にて行ないます。警報出力有無の

設定を変更する場合は、弊社サービス店が有償にて行ないます。 
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6.5. パスワード入力画面 

 

 「11.4.パスワード設定」で説明するパスワードを設定している場合には、起動時または画面

消灯からの復帰時に下のパスワード入力画面を表示します。この画面で設定しているパスワード

を入力して「ＯＫ」ボタンにタッチするとメインメニュー画面を表示します。なお初期値はパス

ワードなしの設定となっていますので、起動時または画面消灯からの復帰時には即座にメインメ

ニュー画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 パスワード入力 

＊＊＊  

ＯＫ 

クリア ０ 

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

 

ｷｬﾝｾﾙ 



                                             7 検針 

 ２９ 

 

7.7.7.7. 検針検針検針検針    

「全メータ検針」、「入居者別検針」、「メータ種別検針」、「個別メータ検針」の４種類の

検針業務を動作させるときは検針メニュー画面から画面のガイダンスに従って入力していけば

目的の検針業務を実行することができます。 

また、あらかじめ設定した検針日時に自動的に検針を行なう「定時検針」の機能もあります。 

 

7.1. 全メータ検針 

 

入居者、メータ種別に関係なく、検針が許可されている全てのメータの検針を行ないます。検

針後にデータを更新し、印字許可されていれば使用量および料金表を自動で印字します。 

なお、印字許可されていない印字項目がある場合は飛ばします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

検針を行いますか？ 

いいえ はい 

前回全メータ検針を行ったのは 

2006年12月31日15時00分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

ＯＫ 

１日に２回の検針はできません。 

12時00分に検針済みです。 

①「全メータ」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

③「はい」ボタンを押し

て検針を開始しま

す。 

②「ＯＫ」ボタンを押し

て、検針メニュー画

面に戻ります。 

次のページへ 

いいえで中止し、検針メ

ニュー画面に戻ります 

 

当日、検針を既に行

なっている場合 
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2007/01/31 15:00 全メータ検針 

データ更新中です... 

(20%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

全メータの検針中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

いいえ 

データの更新を行いますか？ 

はい 

検針が完了しました。 

エラー発生数：0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

料金一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止

印字終了後、検針メニュー

画面に戻ります。 

④「はい」ボタンを押して、

検針値データを更新し

ます。 

  

「中止」ボタンを押すと、検

針を中止します。「7.7その

他画面」を参照願います。 

「いいえ」ボタンを押すと、

データの更新を中止します。

「7.7その他画面」を参照願い

ます。 

 

「中止」ボタンで印字を中止

し、検針メニュー画面に戻り

ます。 

＊データ更新後、印字許

可された項目を印字

して検針メニューに

戻ります。 ※１ 

自動更新不許可の場合 自動更新許可の場合 

※１ 検針値データを更新しても、エラーの

発生したメータの検針値は保留されて

います。エラーを修復後、保留再検針

を行なってください。 
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 7.2. 入居者別検針 

 

指定された入居者に登録されていて検針許可されているメータの検針を行ないます。検針後にデ

ータを更新し、印字許可されていれば使用量および料金表を自動で印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 

よろしいですか？ 

検針を行います。 

いいえ はい 

入居者：東北支社            (1111) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「入居者別」ボタン

を押します。 

次のページへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 
No. 記号 名称         

戻る 

000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 

004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 
009 9999 九州支社 

検針 

④「はい」ボタンを押し

て検針を開始しま

す。 

③「検針」ボタンを押

して、検針する入居

者を確定します。 

 

 

②入居者を選択します。 

「戻る」ボタンを押すと、検

針メニュー画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、

入居者別選択画面に戻りま

す。  
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2007/01/31 15:00 入居者別検針 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

入居者：東北支社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 

料金一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

入居者：東北支社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 

いいえ 

データの更新を行いますか？ 

はい 

エラー発生数：０ 

検針が完了しました。

入居者：東北支社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 

検針中です... 

(20%) 

入居者：東北支社 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 

データ更新中です... 

(20%) 

印字終了後、入居者別選択

画面に戻ります。 

⑤「はい」ボタンを押し

て、検針値データを更

新します。 

 

「中止」ボタンを押すと、検

針を中止します。「7.7その

他画面」を参照願います。 

「いいえ」ボタンを押すと、

データの更新を中止します。

「7.7その他画面」を参照願い

ます。 

 

「中止」ボタンで印字を中止

し、入居者別選択画面に戻り

ます。 

＊データ更新後、印字許

可された項目を印字

して入居者別選択画

面に戻ります。 ※１ 

自動更新不許可の場合 自動更新許可の場合 

※１ 検針値データを更新しても、エラーの

発生したメータの検針値は保留されて

います。エラーを修復後、保留再検針

を行なってください。 
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 7.3. メータ種別検針 

 

指定されたメータ種別に登録されていて検針許可されているメータの検針を行ないます。検針後

にデータを更新し、印字許可されていれば使用量および料金表を自動で印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

戻る 

電 気 

ガ ス 

水 道 

下水道 

カロリ 

種別５ 

種別６ 

種別７ 

種別８ 

種別９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

検針を行いますか？ 

いいえ はい

前回「電 気」の検針を行ったのは 

2006年12月31日23時00分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「メータ種別」ボタ

ンを押します。 

次のページへ 

④「はい」ボタンを押し

て検針を開始しま

す。 

②検針したいメータ種

別のボタンを押しま

す。 

「戻る」ボタンを押すと、検

針メニュー画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、

メータ種別選択画面に戻り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

ＯＫ 

１日に２回の検針はできません。 

12時00分に検針済みです。 

③「ＯＫ」ボタンを押し

て、メータ種別検針

メニュー画面に戻り

ます。 

当日、検針を既に行

なっている場合 
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2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

種別「電 気」の検針中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

料金一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

データ更新中です... 

(20%) 

印字終了後、メータ種別選択

画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

いいえ 

データの更新を行いますか？ 

はい 

種別「電 気」の検針が完了しました。 

エラー発生数：0 

⑤「はい」ボタンを押し

て、検針値データを

更新します。 

 

「中止」ボタンを押すと、検

針を中止します。「7.7その

他画面」を参照願います。 

「いいえ」ボタンを押すと、

データの更新を中止します。

「7.7その他画面」を参照願い

ます。 

 

「中止」ボタンで印字を中止

し、ﾒｰﾀ種別選択画面に戻り

ます。 

＊データ更新後、印字許

可された項目を印字

してﾒｰﾀ種別選択画面

に戻ります。 ※１ 

※１ 検針値データを更新しても、エラーの

発生したメータの検針値は保留されて

います。エラーを修復後、保留再検針

を行なってください。 

自動更新不許可の場合 自動更新許可の場合 
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 7.4. 個別メータ検針 

 

指定されたひとつのメータの検針を行ないます。検針後にデータを更新し、印字許可されていれ

ば使用量および料金表を自動で印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

戻る 

入居者:東北支社            (1111) 

検針 

No. 種 別 ｱﾄﾞﾚｽ 
001 電気１ 000 
002 ガ ス 001 
003 水 道 002 
004 下水道 003 
005 カロリ 004 
006 電気２ 005 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「個別メータ」ボタ

ンを押します。 

次のページへ 

⑤「検針」ボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 
No. 記号 名称         

戻る 

000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 

004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 
009 9999 九州支社 

選択 

③「選択」ボタンを押

して、検針する入居

者を確定します。 

 

②入居者を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

よろしいですか？ 

個別メータ検針を行います。 

いいえ はい 

⑥「はい」ボタンを押し

て検針を開始しま

す。 

「戻る」ボタンを押すと、検

針メニュー画面に戻ります。 

「戻る」ボタンを押すと、入

居者選択画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、メー

タ選択画面に戻ります。 

④メータ種別を選択しま

す。 

  

注）同一メータ種別のメー

タが複数台あるときは、ア

ドレス順に並んでいます。

その場合は別々に選択し、

検針を行なってください。 
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2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

端末アドレス000の検針中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

料金一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

データ更新中です... 

(20%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

いいえ 

データの更新を行いますか？ 

はい 

検針が完了しました。 

エラー発生数：0 

次ページへ 

⑦「はい」ボタンを押し

て、検針値データを更

新します。 

 

「中止」ボタンを押すと、検

針を中止します。「7.7その

他画面」を参照願います。 

「いいえ」ボタンを押すと、

データの更新を中止します。

「7.7その他画面」を参照願い

ます。 

「中止」ボタンで印字を中止

し、メータ選択画面に戻りま

す。 

＊データ更新後、印字許

可された項目を印字

してﾒｰﾀ選択画面に戻

ります。  ※１ 

自動更新不許可の場合 自動更新許可の場合 

※１ 検針値データを更新しても、エラーの

発生したメータの検針値は保留されて

います。エラーを修復後、保留再検針

を行なってください。 
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2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

戻る 

入居者: 東北支社           (1111) 

検針 

No. 種 別 ｱﾄﾞﾚｽ 
001 電 気 000 
002 ガ ス 001 
003 水 道 002 
004 下水道 003 
005 カロリ 004 
006 種別６ 005 
007 種別７ 006 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 
No. 記号 名称         

戻る 

000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 

004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 
009 9999 九州支社 

検針 

⑧個別メータ検針を終了

するか、他の入居者の検

針を行なう場合は「戻

る」ボタンを押してくだ

さい。 

メータ選択画面に戻り

ます。同じ入居者の他の

メータの検針を行なう

場合は④～⑦を繰り返

し行なってください。 

入居者選択画面に戻りま

す。他の入居者の検針を行

なう場合は②～⑦を繰り

返し行なってください。 

⑨個別メータ検針を終

了する場合は「戻る」

ボタンを押してくだ

さい。 
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 7.5. 定時検針 

 

定時検針は、あらかじめ検針する日時およびメータ種別を設定しておくことにより、自動的にメ

ータ種別検針を行なう機能です。定時検針日時はメータ種別毎に設定できます。検針日時になる

と自動的に画面が点灯し、検針を開始します。検針後にデータを自動更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 00:00 定時検針 

種別「電 気」の検針中です... 

(20%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 00:00 定時検針 

データ更新中です... 

(20%) 

他の検針があれば繰り

返し行ないます。 

定時検針終了後、画面を消します。 

エラーの発生したメータ

の検針値は保留されてい

ます。エラーを修復後、

保留再検針を行なってく

ださい。 

 

メモメモメモメモ 

（（（（１１１１））））同一日時同一日時同一日時同一日時のののの定時検針定時検針定時検針定時検針    

同一日時に定時検針を行なう検針メータ種別が複数存在するときは、

メータ種別番号の小さい順に検針を行ないます。 

例えば、メータ種別０、５、８の定時検針日時が同じに設定されてい

た場合、メータ種別０⇒５⇒８の順で検針を行ないます。 

（（（（２２２２））））操作途中操作途中操作途中操作途中のののの定時検針定時検針定時検針定時検針    

何らかの画面操作途中でも定時検針日時になったときは定時検針を

開始します。 

ただし、データ更新中の場合はデータ更新が終了した後、定時検針を

開始します。 

（（（（３３３３））））定時検針中定時検針中定時検針中定時検針中のののの停電停電停電停電    

定時検針中に停電した場合は定時検針を中止し、復電後に再検針を行

ないます。 

（（（（４４４４））））停電中停電中停電中停電中のののの定時検針定時検針定時検針定時検針    

停電中に定時検針日時となった場合は定時検針は行ないません。 
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 7.6. 保留再検針 

 

検針でエラーとなったメータに対して、メータ種別を指定して再検針を行ないます。検針後に

データを更新し、使用量および料金表を印字します。 

なお、この検針を行なってもエラーがまだ発生している場合は、エラーの調査・修復を行なっ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 保留再検針 

戻る 

電 気 

ガ ス 

水 道 

下水道 

カロリ 

種別５ 

種別６ 

種別７ 

種別８ 

種別９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

検針が保留されたメータがあります。 
前回検針日時:2006/12/31 23:59 

①「保留再検針」ボタ

ンを押します。 

次のページへ 

③「はい」ボタンを押し

て検針を開始しま

す。 

②検針したいメータ種

別のボタンを押しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 保留再検針 

よろしいですか？ 

種別「電 気」の検針を行います。 

いいえ はい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 保留再検針 

種別「電 気」の検針中です... 

(20%) 

中止 

＊検針でエラーとなった

メータのある種別のみ

表示します。 

「戻る」ボタンを押すと、検

針メニュー画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、

メータ選択画面に戻ります。 

 

「中止」ボタンを押すと、検

針を中止します。「7.7その

他画面」を参照願います。 

検針でエラーとなったメー

タがある場合には、保留メー

タがあることを表示します。 
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2007/01/31 15:00 保留再検針 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 保留再検針 

料金一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

データ更新中です... 

(20%) 

印字終了後、保留再検針のメー

タ種別選択画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 保留再検針 

いいえ 

データの更新を行いますか？ 

はい 

種別「電 気」の検針が完了しました。 

エラー発生数：0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 保留再検針 

再検針したメータのみ 

印字するメータを選択してください。 

この種別の全てのメータ 

印字しない 

④「はい」ボタンを押し

て、検針値データを

更新します。 

 

「いいえ」ボタンを押すと、

データの更新を中止します。

「7.7その他画面」を参照願い

ます。 

 

「印字しない」ボタンを押すと、

メータ種別選択画面に戻ります。 

 

⑤「この種別の全てのメ

ータ」または「再検

針したメータのみ」

ボタンを押して、印

字を行います。 

「中止」ボタンで印字を中止

し、メータ種別選択画面に戻

ります。 

自動更新不許可の場合 自動更新許可の場合 

※１ 検針値データを更新しても、エラーの

発生したメータの検針値は保留された

ままです。エラーを修復後、保留再検

針を再度行なってください。 

＊データ更新後、印字許

可された項目を印字

してﾒｰﾀ種別選択画面

に戻ります。  ※１ 
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 7.7. その他画面 

 

未登録、エラー、「中止」ボタンや「いいえ」ボタンを押した場合に表示する画面について説明

します。 

 

（１）全メータ未登録の場合 

全メータが未登録の場合は、検針メニュー画面から「全メータ」ボタンを押すと、該当メータな

し画面を表示します。メータを登録するには上位装置からの通信による登録が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「全メータ」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

ＯＫ 

該当するメータがありません。 

②「戻る」ボタンを押

して検針メニュー画

面に戻ります。 



                                             7 検針 

 ４２ 

（２）全入居者未登録の場合 

全入居者が未登録の場合は、検針メニュー画面から「入居者別」または「個別メータ」ボタンを

押すと、入居者未登録画面を表示します。入居者を登録するには上位装置からの通信による登録

が必要です。下記に「入居者別」ボタンを押した場合の例を示します。 

 

 

（３）全メータ種別未登録の場合 

全てのメータ種別が未登録の場合は、メータ種別検針、個別メータ検針、定時検針、保留再検針

ができません。メータ種別を登録するには上位装置からの通信による登録が必要です。下記に「メ

ータ種別」ボタンを押した場合の例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「メータ種別」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

戻る 

メータ種別が登録されていません。 

②「戻る」ボタンを押

して検針メニュー画

面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「入居者別」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別検針 
No. 記号 名称         

戻る 

入居者が登録されていません。 

検針 

②「戻る」ボタンを押

して検針メニュー画

面に戻ります。 

＊入居者未登録の場合は、「戻

る」ボタン以外は無効です。 
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（４）当日に検針済みの場合 

全メータ検針、メータ種別検針の場合、同じ日に２回の検針はできません。そのため、すでに検

針を行なっているときは、検針不可確認画面を表示します。下記に「全メータ」ボタンを押した

場合の例を示します。 

 

 

（５）検針中に「中止」ボタンを押した場合 

オペレータ操作による各検針を行っているとき、検針中画面の「中止」ボタンやデータ更新確認

画面の「いいえ」ボタンを押すと、検針したデータの更新を行なわず、データを破棄します。下

記にメータ種別検針の場合の例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

ＯＫ 

検針を中止しました。 

（データは更新されません） 「ＯＫ」ボタンを押す

と、各検針メニューに

応じた選択画面に戻り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

種別「電 気」の検針中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別検針 

いいえ 

データの更新を行いますか？ 

はい 

種別「電 気」の検針が完了しました。 

エラー発生数：0 

「中止」ボタンを押し

ます。 

「いいえ」ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 検針メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

保留再検針 

戻る 

①「全メータ」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ検針 

ＯＫ 

１日に２回の検針はできません。 

10時00分に検針済みです。 

②「戻る」ボタンを押

して検針メニュー画

面に戻ります。 
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8.8.8.8. 読取読取読取読取    

「検針」と似た機能として「読取」があります。読取はメータ値を検針値として保存しません。

検針日と検針日の途中でどのくらい使用したかを知りたいときなどのための機能です。「全メー

タ読取」、「入居者別読取」、「メータ種別読取」、「個別メータ読取」の４種類の読取があり

ます。 

 

8.1. 全メータ読取 

 

入居者、メータ種別に関係なく、検針が許可されている全てのメータの読取を行ないます。読取

後に印字許可されていれば自動で使用量を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 全メータ読取 

読取 

読取と確認 

全メータ読取を行います。 

戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 全メータ読取 

次へ 中止 

   入居者：北海道支社           (0000) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 000/399                

読取中です... 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

①「全メータ」ボタンを

押します。 

②「読取」ボタンを押し

て、読取を開始しま

す。※１ 

読取メニュー画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 全メータ読取 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

「戻る」ボタンを押すと、読

取メニュー画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、読取を中止し

ます。「8.5その他画面」を参照願いま

す。 

「中止」ボタンを押すと、使

用量一覧表の印字を中止し読

取メニュー画面に戻ります。 

＊全メータが未登録の場合は、「読

取」、「読取と確認」ボタンが無効

になり、選択できません。  

 

※１ 「読取と確認」ボタンを押したときは、

右図のようにメータ毎に指針値を確認で

きます。「次へ」ボタンを押して読取を

順次行ないます。最後のメータの読取確

認後にも「印字」できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 全メータ読取 

次へ 中止 

   入居者：北海道支社           (0000) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                

読取中です... 
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 ４５ 

 
 

8.2. 入居者別読取 

 

指定された入居者に登録されていて検針許可されているメータの読取を行ないます。読取後に印

字許可されていれば使用量を自動で印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 入居者別読取 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者別読取 
No. 記号 名称         
000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 
004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 

009 9999 九州支社 

戻る 読取 読取と確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者別読取 

次へ 中止 

   入居者：東北支社             (1111) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                

読取中です... 

①「入居者別」ボタンを

押します。 

③「読取」ボタンを押し

て、読取を開始しま

す。※１ 

「中止」ボタンを押すと、読

取を中止します。その後の画

面操作は「8.5その他画面」

を参照願います。 

入居者別選択画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、使

用量一覧表の印字を中止し

入居者別選択画面に戻りま

す。 

「戻る」ボタンを押すと、読

取メニュー画面に戻ります。 

②入居者を選択します。 

※１ 「読取と確認」ボタンを押したときは、

右図のようにメータ毎に指針値を確認

できます。「次へ」ボタンを押して読取

を順次行ないます。最後のメータの読取

確認後にも「印字」できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者別読取 

次へ 中止 

   入居者：東北支社             (1111) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                

読取中です... 
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 ４６ 

 8.3. メータ種別読取 

 

指定されたメータ種別に登録されていて検針許可されているメータの読取を行ないます。読取後

に印字許可されていれば使用量を自動で印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別読取 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 メータ種別読取 

次へ 中止 

   入居者：東北支社             (1111) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                

読取中です... 

①「メータ種別」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 メータ種別読取 
No. 名 称 
０  電 気 
１ ガ ス 
２ 水 道 
３ 種別３ 
４ 種別４ 
５ 種別５ 
６ 種別６ 
７ 種別７ 
８ 種別８ 
９ 種別９ 

戻る 読取 読取と確認 

③「読取」ボタンを押し

て、読取を開始しま

す。※１ 

「戻る」ボタンを押すと、読

取メニュー画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、読

取を中止します。その後の画

面操作は「8.5その他画面」

を参照願います。 

「中止」ボタンを押すと、使

用量一覧表の印字を中止し

メータ種別選択画面に戻り

ます。 

メータ種別選択画面に戻ります。 

②メータ種別を選択しま

す。 

※１ 「読取と確認」ボタンを押したときは、

右図のようにメータ毎に指針値を確認

できます。「次へ」ボタンを押して読取

を順次行ないます。最後のメータの読取

確認後にも「印字」できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 メータ種別読取 

次へ 中止 

   入居者：東北支社             (1111) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                

読取中です... 
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 ４７ 

 8.4. 個別メータ読取 

 

指定されたひとつのメータの読取を行ないます。印字許可されていれば読取後に使用量を自動で

印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ読取 
No. 名 称 
０  電 気 
１ ガ ス 
２ 水 道 
３ 種別３ 
４ 種別４ 
５ 種別５ 
６ 種別６ 
７ 種別７ 
８ 種別８ 
９ 種別９ 

戻る 読取 読取と確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

①「個別メータ」ボタン

を押します。 

⑤「読取」ボタンを

押して、読取を開

始します。 

※１（次ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ読取 
No. 記号 名称         
000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 
004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 

009 9999 九州支社 

戻る 選択 

次のページへ 

③「選択」ボタンを押

して、読取する入居

者を確定します。 

②入居者を選択します。 

「戻る」ボタンを押すと、読

取メニュー画面に戻ります。 

④メータ種別を選択しま

す。 

  

注）同一メータ種別のメー

タが複数台あるときは、ア

ドレス順に並んでいます。

その場合は別々に選択し、

読取を行なってください。 

  

「戻る」ボタンを押すと、入

居者別選択画面に戻ります。 
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 ４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別読取 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ読取 

次へ 中止 

   入居者：東北支社             (1111) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                

読取中です... 

⑦個別メータ読取を終

了する場合は「戻る」

ボタンを押してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ読取 
No. 記号 名称         
000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 
004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 

009 9999 九州支社 

戻る 選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ読取 
No. 名 称 
０  電 気 
１ ガ ス 
２ 水 道 
３ 種別３ 
４ 種別４ 
５ 種別５ 
６ 種別６ 
７ 種別７ 
８ 種別８ 
９ 種別９ 

戻る 読取 読取と確認 

メータ選択画面に戻り

ます。同じ入居者の他の

メータの読取を行なう

場合は④～⑤を繰り返

し行なってください。 

入居者選択画面に戻

ります。他の入居者の

読取を行なう場合は

②～⑤を繰り返し行

なってください。 

⑥個別メータ読取を終了

するか、他の入居者の読

取を行なう場合は「戻

る」ボタンを押してくだ

さい。 

読取メニュー画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、読

取を中止します。「8.5その

他画面」を参照願います。 

 

「中止」ボタンを押すと、使

用量一覧表の印字を中止し

個別メータ選択画面に戻り

ます。 

※１ 「読取と確認」ボタンを押したときは、

読取確認後に右図のように「印字」ボタ

ンを押すと使用量一覧表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ読取 

印字 中止 

   入居者：東北支社             (1111) 

  ﾒｰﾀ種別：電 気 (0) 

端末ｱﾄﾞﾚｽ：000 

   指針値：99999999 

ﾒｰﾀ 001/399                
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 ４９ 

 8.5. その他画面 

 

未登録、エラー、「中止」ボタンや「いいえ」ボタンを押したときに表示する画面について説明

します。 

 

（１）全入居者未登録の場合 

全入居者が未登録の場合、読取メニュー画面から「入居者別」または「個別メータ」ボタンを押

すと、入居者未登録画面を表示します。入居者を登録するには上位装置からの通信による登録が

必要です。下記に「入居者別」ボタンを押した場合の例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

①「入居者別」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者別読取 
No. 記号 名称         

戻る 読取 読取と確認 

入居者が登録されていません。 

②「戻る」ボタンを押

して読取メニュー画

面に戻ります。 

＊入居者未登録の場合は、「戻

る」ボタン以外は無効です。 
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 ５０ 

（２）全メータ種別未登録の場合 

全てのメータ種別が未登録の場合は、メータ種別読取、個別メータ読取ができません。メータ種

別を登録するには上位装置からの通信による登録が必要です。下記に「メータ種別」ボタンを押

した場合の例を示します。 

 

 

（３）読取中に「中止」ボタンを押した場合 

各読取を行っているとき、読取中画面の「中止」ボタンを押すと、読取中止確認画面を表示しま

す。下記にメータ種別読取の場合の例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 読取メニュー 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

戻る 

①「メータ種別」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 メータ種別読取 
No. 名 称 

戻る 読取 読取と確認 

メータ種別が 

登録されていません。 

②「戻る」ボタンを押

して読取メニュー画

面に戻ります。 

＊メータ種別未登録の場合は、

「戻る」ボタン以外は無効です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別読取 

ＯＫ 

読取を中止しました。 

②「ＯＫ」ボタンを押すと、

各読取メニューに応じ

た選択画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別読取 

種別「電 気」の読取中です... 

(20%) 

中止 

①「中止」ボタンを押

します。 
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 ５１ 

 

9.9.9.9. 印字印字印字印字    

保存している検針値を用いて、全メータ、入居者、メータ種別および個別メータの使用量および

料金表を印字します。 

 

9.1. 全メータ印字 

 

全てのメータの使用量または料金表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 全メータ印字 

戻る 

使用量表 

料金表 

帳票を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 印字メニュー 

戻る 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

検針が保留されたメータがあります。 

①「全メータ」ボタンを

押します。 

②印字したい帳票を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 全メータ印字 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

「戻る」ボタンを押すと、印

字メニュー画面に戻ります。 

帳票選択画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、印字

を中止し帳票選択画面に戻りま

す。 
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 9.2. 入居者別印字 

 

指定された入居者に登録されていて検針許可されているメータの使用量または料金表を印字し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 印字メニュー 

戻る 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

検針が保留されたメータがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者別印字 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者別印字 
No. 記号 名称         
000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 
004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 

009 9999 九州支社 

戻る 使用量表 料金表 

①「入居者別」ボタンを

押します。 

③印字したい帳票を選

択します。 

「戻る」ボタンを押すと、印

字メニュー画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、印字

を中止し入居者・帳票選択画面

に戻ります。 

 
入居者・帳票選択画面に戻

ります。 

②入居者を選択します。 
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 9.3. メータ種別印字 

 

指定されたメータ種別ごとの使用量または料金表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 メータ種別印字 
No. 名 称 
０  電 気 
１ ガ ス 
２ 水 道 
３ 種別３ 
４ 種別４ 
５ 種別５ 
６ 種別６ 
７ 種別７ 
８ 種別８ 
９ 種別９ 

戻る使用量表 料金表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 印字メニュー 

戻る 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

検針が保留されたメータがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 メータ種別印字 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

①「メータ種別」ボタン

を押します。 

③印字したい帳票を選

択します。 

「戻る」ボタンを押すと、印

字メニュー画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、印字

を中止しメータ種別選択画面に

戻ります。 

 

メータ種別選択画面に戻ります。 

②メータ種別を選択します。 
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 9.4. 個別メータ印字 

 

指定されたひとつのメータの使用量または料金表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ印字 

使用量一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YYYY/MM/DD HH:MM 個別メータ印字 

戻る 

入居者:東北支社            (1111) 

料金表 

No. 種 別 ｱﾄﾞﾚｽ 
001 電 気 000 
002 ガ ス 001 
003 水 道 002 
004 下水道 003 
005 カロリ 004 
006 種別６ 005 

使用量表 

007 種別７ 007 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 印字メニュー 

戻る 

全メータ 

入居者別 

メータ種別 

個別メータ 

検針が保留されたメータがあります。 

①「個別メータ」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ印字 
No. 記号 名称         
000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 
004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 

009 9999 九州支社 

戻る 選択 

③入居者の選択を確定

します。 

 

②入居者を選択します。 

④メータ種別を選択し

ます。 

注）同一メータ種別の

メータが複数台あると

きは、アドレス順に並

んでいます。その場合

は別々に選択し、印字

を行なってください。 

⑤印字したい帳票を

選択します。 

「戻る」ボタンを押すと、印

字メニュー画面に戻ります。 

「戻る」ボタンを押すと、入

居者別選択画面に戻ります。 

 

「中止」ボタンを押すと、印字

を中止し、メータ種別選択画面

に戻ります。 

 

次ページへ 
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 ５５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 個別メータ印字 
No. 記号 名称         
000 0000 北海道支社 
001 1111 東北支社 
002 2222 首都圏支社 
003 3333 首都圏南支社 
004 4444 北陸支社 
005 5555 中部支社 
006 6666 関西支社 
007 7777 四国支社 
008 8888 中国支社 

009 9999 九州支社 

戻る 選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YYYY/MM/DD HH:MM 個別メータ印字 

戻る 

入居者:東北支社            (1111) 

料金表 

No. 種 別 ｱﾄﾞﾚｽ 
001 電 気 000 
002 ガ ス 001 
003 水 道 002 
004 下水道 003 
005 カロリ 004 
006 種別６ 005 

使用量表 

007 種別７ 007 

⑥個別メータ印字を終

了するか、他の入居

者の印字を行なう場

合は「戻る」ボタン

を押してください。 

メータ種別選択画面に

戻ります。同じ入居者

の他のメータの印字を

行なう場合は④～⑤を

繰り返し行なってくだ

さい。 

⑦個別メータ印字を終了す

る場合は「戻る」ボタン

を押してください。 

入居者選択画面に戻り

ます。他の入居者の印

字を行な場合は②～⑤

を繰り返し行なってく

ださい。 
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10.10.10.10. 保守画面保守画面保守画面保守画面    

ＴＴＥの運用に関する保守機能として、検針値の設定／確認、登録情報の確認、ＴＴＥの設定／

確認などを行ないます。 

 

 

章 や り た い こ と メニュー名称 

10.1 自動検針装置本体に発生した事象や、操作・設定の履歴を確認す

る。 

システムログ 

10.2 ＴＴＥのパラメータ設定／確認、ＴＴＥのカウンタの初期値設定、

カウンタのリアルタイム確認を行なう。 

ＴＴＥメンテナンス 

10.3 ファームウェアのバージョン情報を見る。 バージョン情報 

10.4 全てのメータの検針値を一覧表示したり、検針値の設定／印字を

行なう。 

検針値確認・設定 

10.5 登録されているパラメータの内容を確認したり、印字する。 登録情報確認 
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 10.1. システムログ 

 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１本体（ＲＱ－Ｂ１１）に発生した事象や、操作・設定の履歴を表示します。

最大 100 件まで記録でき、一つの画面には 10 件まで表示し、ページを切替えることで 100 件の

履歴まで表示できます。履歴が 100 件を超えると古い記録から消去され、新しい記録が上書き保

存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/01 00:30 システムログ 
日時             内容             ｺｰﾄﾞ 
2006/12/31-23:59 ﾒｰﾀ種別検針      0000 

戻る 

2006/12/31-18:10 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ変更      0000 
2006/12/31-18:05 ﾊﾞｯﾃﾘ交換日変更  0000 

(01/10) 

2006/12/30-22:59 ﾘｾｯﾄ発生         0000 
2006/12/29-12:39 自動更新許可設定 0000 

印字

2006/12/28-23:59 復電発生         0000 
2006/12/28-22:59 停電発生         0000 
2006/12/27-13:59 時計変更         0000 
2006/12/25-10:18 上位伝送設定変更 0000 
2006/12/20-18:21 ﾘｾｯﾄ発生         0000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 保守メニュー 

戻る 

TTEﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

検針値確認･設定 

登録情報確認 

システムログ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

②現在表示している履

歴（１０件分）を印

字するときは「印字」

ボタンを押します。 

①「システムログ」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/01 00:30 システムログ 

システムログ一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

履歴を記録した日時と

履歴の内容とそのコー

ドを表示します。※１

（次ページ） 

「中止」ボタンを押すと、印字

を中止し、システムログ一覧画

面に戻ります。 

 

「戻る」ボタンを押すと、保

守メニュー画面に戻ります。 

システムログ一覧画面に戻ります。 

ページ（１０件）を上下に

切り替えるときに使用し

ます。 

但し、１ページのとき     

を押した場合や、１０ペー

ジのとき  を押した場

合は。画面は切り替わりま

せん。 
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 ５８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ システムログに保存される履歴は次のとおりです。 

 

分類 詳細 

コード 

内容 内容 

ステータス 0000 停電発生 停電が発生した。 

 0000 復電発生 停電処理が正常に行われた後に再起動した。 

 0000 リセット発生 停電処理が正常に行われずに再起動した。 

設定変更 0000 上位伝送設定変更 上位伝送設定が変更された。 

 000X 時計変更 時計が変更された。(変更後の日時を記録する。) 

(X=0:手動 / 1:通信) 

 0000 パスワード変更 パスワードが変更された。 

 0000 バッテリ交換日変更 バッテリ交換日が変更された。 

 0000 停電情報クリア 停電情報クリア電文を受信した。 

 0NNN 検針値設定 検針値を設定した。 

NNN=アドレス(回線、TTE、メータ) 

ダウンロード 0000 ダウンロード開始 ダウンロード開始を行った。 

 0000 ダウンロード終了 ダウンロード終了を行った。 

 0000 印字表題設定 印字表題設定を行った。 

 0000 メータ種別設定 メータ種別設定を行った。 

 0000 入居者情報設定 入居者テーブル設定を行った。 

 0000 メータ登録情報設定 メータテーブル設定を行った。 

 0000 自動更新許可設定 自動更新許可設定を行った。 

 0000 検針日時設定 検針日時設定を行った。 

検針 000N 定時検針 定時検針が行われた。 

(N=メータ種別:0～9) 

 0000 全メータ検針 全メータ検針を行った。 

 000N メータ種別検針 メータ種別検針を行った。 

(N=メータ種別:0～9) 

 0NNN 入居者別検針 入居者別検針を行った。 

(NNN=入居者テーブル番号:000～399) 

 0NNN 個別メータ検針 個別メータ検針を行った。 

NNN=アドレス(回線、TTE、メータ)、000～399 

 000N 保留再検針 保留再検針を行った。 

(N=メータ種別:0～9) 

端末設定 FNNN TTE 初期値設定 TTE へのカウンタ値設定を行った。 

F=0:手動(TTE メンテナンス画面)/1:通信 

NNN=アドレス(回線、TTE、メータ)、000～399 

 FNNN TTE パラメータ設定 TTE へのパラメータ設定を行った。 

F=0:手動(TTE メンテナンス画面)/1:通信 

NNN=アドレス(回線、TTE、メータ)、000～399 

システム 

エラー 

0000 SRAM バックアップ 

エラー 

停電復帰時に SRAM のチェックサムエラー発生。 

 0000 RTC バックアップ 

エラー 

停電復帰時に RTC のバックアップエラー発生。 

 0000 FLASH データエラー 停電復帰時に検針値 FLASHメモリのデータエラー発生。 

 0000 FLASH パラメータ 

エラー 

停電復帰時にパラメータ FLASH メモリのデータエラー

発生。 

 0000 EEPROM データエラー 停電復帰時に EEPROM のデータエラー発生。 

故障 0000 RTC R/W エラー RTC の読み書き時にエラー発生。 

 0000 EEPROM R/W エラー EEPROM の読み書き時にエラー発生。 

 0000 FLASH 書込エラー FLASH メモリの書込み時にエラー発生。 

 0000 バッテリ異常 バッテリ電圧異常を検出。 

 0000 充電回路異常 バッテリ受電回路の電圧異常を検出。 

注）詳細内部コードの「００００」は「――――」と同じ意味となります。 
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 10.2. ＴＴＥメンテナンス 

 

ＴＴＥメンテナンスはＴＴＥのパラメータ設定／確認、ＴＴＥのカウンタの初期値設定、カウン

タのリアルタイム確認などを行ないます。保守メニューから「TTE ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」ボタンを押すとＴＴ

Ｅメンテナンス画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 保守メニュー 

戻る 

TTEﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

検針値確認･設定 

登録情報確認 

システムログ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

①「TTE ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」ボタン

を押します。 

※１ 通信異常時のステータスのメッセージ内容は以下のとおりです。 

 

異常項目 異常内容 

ＲＯＭチェックサムエラー ROMチェックでエラーが検出された 

ＲＡＭエラー RAMチェックでエラーが検出された 

ＥＥＰＲＯＭエラー EEPROMデータのチェックサムが一致しない 

計量値異常 カウンタ設定値が範囲外 

パラメータ異常 パラメータ設定値が範囲外 

パルス入力異常 指定メータからのパルス入力が正しく行われて

いない 

受信タイムオーバー発生 

フレーミングエラー発生 

オーバーラン発生 

テキストエラー発生 

本体からのデータを受信したとき、伝送エラー

を検出した 

メータ初期値未設定 指定メータの計量値カウンタ初期設定がすんで

いない 

１２Ｖ電圧異常 １２Ｖ電源の電圧が低下 

 

画面切替り時はバー表

示します。その後ＴＴＥ

と通信が正常に終了し

たときは「エラーなし」

と表示します。通信に異

常が発生したときは異

常メッセージを表示し

ます。※１ 
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 ＴＴＥの初期設定 

 

本体にＴＴＥを初めて接続するときはカウンタおよびパラメータの初期設定が必要です。上位装

置から通信にて初期設定しない場合はこのＴＴＥメンテナンス画面から設定してください。 

 

＜設定手順＞ 

詳細は次ページ以降の各項目を参照ください。 

 

①端末アドレスを指定します。 

 

②ＴＴＥにカウンタ値を設定します。 

接続しているメータの指針値をカウンタの初期値として設定し、ＴＴＥと通信してカウンタ値

をＴＴＥに登録します。 

 

③ＴＴＥに接続されるメータに対応したパラメータを設定します。 

 パルスの入力信号の種類、発信速度に応じて設定する「線式」、パルスカウントの積算値また

は接点ＯＮ時間の積算値のいずれを測定するかを設定する「積算」、パルスレートを設定する「重

み」の３つのパラメータを設定し、ＴＴＥと通信してパラメータをＴＴＥに登録します。 

・「線式」は「３線」、「２線高速」、「２線低速」の３種類から選択します。 

「３線」は３線式パルス入力、「２線高速」は２線式高速パルス入力、「２線低速」は２線式

低速パルス入力のことをそれぞれ指します。 

・「積算」は「パルス積算」または「ＯＮ時間」のいずれかを設定します。「パルス積算」のと

きはパルスカウントの積算値をカウントします。「ＯＮ時間」のときはＯＮ時間積算値をカ

ウントします。 

・「重み」は「０．５パルス」または「１パルス」のいずれかを設定します。「積算」をパルス

カウントの積算値に選択したときに関係してきます。 

 

④必要に応じてＴＴＥに登録されている上記３つのパラメータを印字して、パラメータ設定内容

を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

①端末アドレスを指定

します 

③ＴＴＥにパラメータ

を設定します 

②ＴＴＥにカウンタ

値を設定します 

④ＴＴＥに登録され

ているパラメータ

を印字します。 
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 ①端末アドレスの指定 

 

端末アドレスの３桁の数字は以下のような内容です。 

上位１桁 

 

伝送回線番号を表します。 

０～３のいずれかで指定します。 

中央の１桁 ＴＴＥアドレスを表します。 

０～９のいずれかで指定します。 

下位１桁 

 

ＴＴＥに接続しているメータ番号を表します。 

０～９または＃を指定します。 

＃の場合は１秒毎に０～９を切り替えて通信を行な

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 アドレス入力 

００ 

ＯＫ

ｷｬﾝｾﾙ ０

１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

７ ８ ９ 

０ 

＃

ｸﾘｱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

    でメータ番号

を切替えます。 

「０」～「９」、「＃」 

から設定します。 

アドレス３桁を表示しているボタンを押

すと右のアドレス入力画面を表示しま

す。 

(1)伝送回線を設定します。 

でカーソルを上位１桁にあわせ

て「０」～「３」のボタンを押して「０」

～「３」に設定します。 

 

(2)ＴＴＥアドレスを設定します。 

でカーソルを中央１桁にあわせ

て「０」～「９」のボタンを押して「０」

～「９」に設定します。 

 

(3)メータ番号を設定します。 

でカーソルを下１桁にあわせて

「０」～「９」、「＃」のボタンを押

して「０」～「９」、「＃」に設定し

ます。 

 

端末アドレスの操作方法 

アドレス入力終了後、

「ＯＫ」ボタンを押して

確定します。 
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 ②ＴＴＥにカウンタ値を設定する 

 

指定されたアドレスにメータのカウンタ値を設定します。 

なおアドレスの下位１桁が「＃」のときは、ＴＴＥに接続している１０メータのカウンタを同一値に

設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

①６桁の数値を表示し

ているボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

④「ｶｳﾝﾀ設定」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTE初期値設定 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい

TTEのカウンタを設定します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTE初期値設定 

TTEとの通信中です... 

(20%) 

中止 

⑤「はい」ボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 カウンタ入力 

０００００ 

ＯＫ 

ｷｬﾝｾﾙ ０ 

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

０ 

＃ 

ｸﾘｱ 

③「ＯＫ」ボタンを押し

ます 

②    、「０」～「９」のボタン

を押して６桁の数値を設定します。 

「ｸﾘｱ」ボタンを押すと、今まで入力した内容をク

リアし、最上位桁にカーソルが移動します。 

 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、今まで入力した内容を

破棄し、ＴＴＥメンテナンス画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、

ＴＴＥへの設定を中止して

ＴＴＥメンテナンス画面に

戻ります。 ＴＴＥメンテナンス画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、 

ＴＴＥへの通信を中止して

ＴＴＥメンテナンス画面に

戻ります。 ※１ 

 

※１ アドレスの下位１桁が「＃」のときに「中止」ボタンを押した場合は、それまで

に通信を行なったメータのカウンタ値までが設定されます。 
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 ③ＴＴＥにパラメータを設定する 

 

指定されたアドレスに該当するメータのパラメータを設定します。 

なおアドレスの下位１桁が「＃」のときは、ＴＴＥに接続している１０メータのパラメータを同一値

に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

TTEとの通信中です... 

(20%) 

中止

「いいえ」ボタンを押す

と、ＴＴＥへの設定を中

止してＴＴＥメンテナ

ンス画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい

TTEのパラメータを設定します。

⑤「はい」ボタンを押し

ます。 ＴＴＥメンテナンス画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

①このボタンを押すと、「３

線」、「２線高速」、「２線

低速」と切り替りますので、

これらの中から設定します。 

②このボタンを押すと、「ﾊﾟ

ﾙｽ積算」、「ＯＮ時間」と

切り替りますので、これら

から設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

③このボタンを押すと、「0.5

ﾊﾟﾙｽ」、「1 ﾊﾟﾙｽ」と切り替

りますので、これらから設

定します。 

④「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定」ボタン

を押します。 「中止」ボタンを押すと、 

ＴＴＥへの通信を中止して

ＴＴＥメンテナンス画面に

戻ります。 ※１ 

 

※１ アドレスの下位１桁が「＃」のときに「中止」ボタンを押した場合は、それまで

に通信を行なったメータのパラメータ値までが設定されます。 

 



                                         10 保守画面 
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 ④印字 

 

 ＴＴＥに設定しているパラメータを印字します。 

 なお「アドレス」の下位１桁が「＃」のときは、同一ＴＴＥの各カウンタの状況が一括印字（１０台

分）されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTEメンテナンス 

戻る 

線式 

ｶｳﾝﾀ 999999 

積算 

重み 

ｽﾃｰﾀｽ ------------------ 

印字 

ｶｳﾝﾀ設定 999999 

2線高速 2線高速 

ON時間 
 

ON時間 
 

0.5ﾊﾟﾙｽ 0.5ﾊﾟﾙｽ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ｱﾄﾞﾚｽ 000 000 

①「印字」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTE動作モード一覧印字 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい

TTEの動作モード一覧を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 TTE動作モード一覧印字 

TTEとの通信中です... 

(20%) 

中止

②「はい」ボタンを押し

ます。 

「いいえ」ボタンを押すと、TTE

メンテナンス画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、印字を中止し、

TTE メンテナンス画面に戻ります。 

ＴＴＥメンテナンス画面に戻ります。 
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 ６５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモメモメモメモ ＜ＴＴＥ＜ＴＴＥ＜ＴＴＥ＜ＴＴＥについてについてについてについて＞＞＞＞    

 

本体装置からはメータの初期値､接続種別(2 線低速/2 線高速/3

線)､パルスの重み(1/0.5)､積算種別(パルス積算/ＯＮ時間積算)

の設定が可能です｡ 

 

ＴＴＥ１台につき、２線式メータおよび 3線式メータのパルスの

積算または２線式メータの接点のＯＮ時間積算を最大１０点ま

で計測できます｡ 

 

計量値であるＴＴＥカウンタは“００００００”から始まり、 

“９９９９９９”まで１ずつカウントアップします。 

“９９９９９９”の次は“００００００”に戻ります。 

 

２線式低速パルスモードは、電力量計、２線式ガスメータ、２線

式水道メータなどからのパルスを入力するときに設定します。 

３線式パルスモードは、３線式ガスメータ、３線式水道メータな

どからのパルスを入力するときに設定します。 

２線式高速パルスモードは、パルスＯＮ時間が１００ｍｓ以下の 

メータからのパルスを入力するときに設定します。 

 

パルスレートは１．０ｍ３または０．５ｍ３の２種類があり、 

パルスレートが１．０ｍ３の場合は１パルス入力毎に１カウント 

アップし、パルスレートが０．５ｍ３の場合は２パルス入力毎に 

１カウントアップします。 

 

これらの設定は上位装置、本体またはＴＴＥチェッカからの設定

で行ないます。なお上位装置またはＴＴＥチェッカからの設定方

法は各々の説明書をご覧ください。 
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 10.3. バージョン情報 

 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１本体のソフトバージョン情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/19 03:00 保守メニュー 

戻る 

TTEﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

検針値確認･設定 

登録情報確認 

システムログ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

②バージョン情報を確

認した後、「ＯＫ」

ボタンを押すと、保

守メニュー画面に戻

ります。 

①「ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 バージョン情報 

ＯＫ 

自動検針システム 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１ 

Version 1.0.11 

Build Sep 31 2006 16:00:00 

RQ-B11 
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 ６７ 

 

 

10.4. 検針値確認・設定 

 

全てのメータの検針値を一覧表示で確認したり、検針値の設定、印字を行ないます。保守

メニューから「検針値確認・設定」ボタンを押すと検針値確認・設定画面を表示します。 

 

検針値の確認 

 

検針値確認・設定画面で検針値を一覧表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値確認・設定 

種別   ｱﾄﾞﾚｽ 今回値 前回値 前々回 

設定

電 気  999  999999 999999 999999 

一括 保留 

(002/008) 

入居者：東芝ビル      (0000) 

戻る 

電 気  999  保留   999999 999999 

電 気  999  保留   999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 ------ 

個別 

┌── 印字 ──┐ 

検針した結果、今回値が

エラーの場合は「保留」

と表示します。 

未検針の場合にはバー

表示します. 

今回値が「保留」表示の

場合、次に検針を行った

とき、前回値は「保留」

ではなく、バー表示に変

わります。 

※１ メータ未登録時には「該当するメータがありません。」と表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値確認・設定 

種別   ｱﾄﾞﾚｽ 今回値 前回値 前々回 

設定

電 気  999  999999 999999 999999 

一括 保留 

(002/008) 

入居者：東芝ビル      (0000) 

戻る 

電 気  999  保留   999999 999999 

電 気  999  保留   999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 ------ 

個別 

┌── 印字 ──┐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 保守メニュー 

戻る 

TTEﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

検針値確認･設定 

登録情報確認 

システムログ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

①「検針値確認・設定」

ボタンを押します。 

＜検針値確認・設定画面＞ 
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 検針値の印字 

 

検針値確認・設定画面で「一括」、「個別」、「保留」ボタンを押すと検針値の印字を行ない

ます。「一括」ボタンを押すと登録されている全メータの検針値を印字し、「個別」ボタンを

押すとカーソルのあるメータの検針値を印字し、「保留」ボタンを押すと検針が保留されてい

る全メータの検針値を印字します。以下、「個別」ボタンを押した場合を例に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値確認・設定 

種別   ｱﾄﾞﾚｽ 今回値 前回値 前々回 

設定

電 気  999  999999 999999 999999 

一括 保留 

(002/008) 

入居者：東芝ビル      (0000) 

戻る 

電 気  999  保留   999999 999999 

電 気  999  保留   999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 ------ 

個別 

┌── 印字 ──┐ 

①「個別」ボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値確認・設定 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい 

検針値一覧表を印字します。 ②「はい」のボタン

を押すと、検針値一

覧表の印字を開始

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値確認・設定 

検針値一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

「中止」ボタンを押すと、印字

を中止し、検針値確認・設定画

面に戻ります。 

 

「いいえ」ボタンを押すと、

検針値確認・設定画面に戻り

ます。 

検針値確認・設定画面に戻ります。 
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 ６９ 

 検針値の設定 

 

検針値確認・設定画面で「設定」ボタンを押すと、今回値、前回値、前々回値の検針値を設定す

ることができます。ここでは今回値の検針値を設定する手順について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値確認・設定 

種別   ｱﾄﾞﾚｽ 今回値 前回値 前々回 

設定

電 気  999  999999 999999 999999 

一括 保留 

(002/008) 

入居者：東芝ビル      (0000) 

戻る 

電 気  999  999999 ------ ------ 

電 気  999  保留   999999 ------ 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 999999 
電 気  999  999999 999999 ------ 

個別 

┌── 印字 ──┐ 

①「設定」ボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 今回値入力 

       

ＯＫ 

ｷｬﾝｾﾙ ０ 

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

 

＃ 

ｸﾘｱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YYYY/MM/DD HH:MM 

設定 

ｷｬﾝｾﾙ 

検針値設定 

入居者:東芝ビル      (AAAA) 
ｱﾄﾞﾚｽ:000 種別:電 気(1) 

今回値 

前回値 

前々回 

保留 

９９９９９９ 

未検針 

②今回の検針値を表示して

いるボタンを押ます。この

場合は今回値が保留でし

たので「保留」と表示した

ボタンを押します。 

 

③    、「０」～「９」

のボタンを押して６桁

の数値を設定します。 

 

④「ＯＫ」ボタンを押し

ます 

次のページへ 

「ｸﾘｱ」ボタンを押すと、今まで入力し

た内容をクリアし、最上位桁にカーソル

が移動します。 

 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、今まで入力

した内容を破棄し、検針値設定画面に戻

ります。 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、今まで変更

した入力した内容を破棄し、検針値確

認・設定画面に戻ります。 
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 ７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値設定 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい 

検針値を書き換えます。 

⑥検針値（今回値）を書き換え

ていいかの確認画面を表示し

ますので、「はい」ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針値設定 

データ更新中です... 

(20%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YYYY/MM/DD HH:MM 

設定 

ｷｬﾝｾﾙ 

検針値設定 

入居者:東芝ビル      (AAAA) 
ｱﾄﾞﾚｽ:000 種別:電 気(1) 

今回値 

前回値 

前々回 

９９９９９９ 

未検針 

１１１１１１ 

⑤今回値の入力終了後、

「設定」ボタンを押して 

データを更新します。 

 

「いいえ」ボタンを押すと、データを更新し

ないで、検針値設定画面に戻ります。 

 

検針値確認・設定画面に戻ります。 
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 ７１ 

 10.5. 登録情報確認 

 

登録されている情報を画面表示します。情報によっては、印字もできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 保守メニュー 

戻る 

TTEﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

検針値確認･設定 

登録情報確認 

システムログ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

①「登録情報確認」ボタ

ンを押します。 

※１ メータ未登録時には「該当するメータがありません。」と表示します。 

 

＜登録情報確認 

メニュー画面＞ 
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 メータ種別確認 

 

メータ種別の設定内容を確認します。必要ならば印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 メータ種別確認 

戻る 

メータ種別番号：0 

一覧印字 

メータ種別名：電 気 

定時検針日時：31日23時59分 

基本料金：2000.00 
基本使用量：   1000 

単価１：  10.01 
単価変更使用量１：   5000 

単価２：  20.01 
単価変更使用量２：   6000 

単価３：  30.01 

メータ種別番号をひと

つ進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

①「メータ種別」ボタン

を押します。 

メータ種別番号をひと

つ戻します。 

②メータ種別情報を

印字したいとき

は「一覧印字」ボ

タンを押すと、メ

ータ種別一覧を

印字します。 

メータ種別番号ごとに

料金、定時検針日時など

の登録内容を表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい 

登録メータ種別一覧表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

登録メータ種別一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

③「はい」ボタンを押し

ます。 

「戻る」ボタンを押すと、登録情

報確認メニュー画面に戻ります。 

「いいえ」ボタンを押すと、メータ

種別確認画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、印字を

中止し、メータ種別確認画面に戻

ります。 メータ種別確認画面に戻ります。 
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 入居者確認 

 

入居者の設定内容を確認します。入居者確認画面の上部に入居者リストを表示し、画面の下部に

カーソルのある入居者に登録されているメータの情報を一覧表示します。必要ならば印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 入居者確認 
No. 記号 名称         

戻る 

000 0000 東芝ビル１ 
 001 1111 東芝ビル２ 
002 2222 東芝ビル３ 
003 3333 東芝ビル４ 
004 4444 東芝ビル５ 

一覧印字 

0,014,003.00 1,019,001.00 2,024,001.50 
0,013,002.50 
 

1,018,001.00 2,023,001.50 
0,012,002.00 1,017,001.00 2,022,001.50 
0,011,001.50 1,016,001.00 2,021,001.50 
0,010,001.00 1,015,001.00 

N 
2,020,001.50 

設置ﾒｰﾀ (ﾒｰﾀ種別,端末ｱﾄﾞﾚｽ,乗率)       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

①「入居者」ボタンを押

します。 

ひとつの入居者につき最大

１５台まで登録できるメー

タ情報を表示します。メータ

情報は、メータ種別、端末ア

ドレス、乗率の３項目です。 

②これらのキーを押してカー

ソルを確認したい入居者に

移動させます。 

③全入居者のメータ情

報を印字したいとき

は「一覧印字」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい

登録入居者一覧表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

登録入居者一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止

④「はい」ボタンを押し

ます。 

「いいえ」ボタンを押すと、入居

者確認画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押

すと、印字を中止し、

入居者確認画面に戻

ります。 

「戻る」ボタンを押すと、登録情

報確認メニュー画面に戻ります。 

入居者情報確認画面に戻ります。 
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 ７４ 

 検針・印字許可確認 

 

検針･印字許可の設定状態を確認します。必要ならば印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 検針・印字許可状態 

入居 ｱﾄﾞﾚｽ 種別 検針 使用 料金 
表 0000 000   0    許可 許可 許可 

戻る 一覧印字 

0000 001   1    禁止 禁止 禁止 
0000 002   2    許可 許可 許可 
0001 003   0    許可 許可 許可 
0001 004   1    許可 許可 許可 
0001 005   2    許可 許可 許可 
0002 010   0    許可 許可 許可 
0002 011   1    許可 許可 許可 
0002 012   2    許可 許可 許可 
0003 013   0    許可 許可 許可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

①「検針・印字許可」ボ

タンを押します。 

②これらのキーを押してペー

ジ単位で検針・印字許可状

態の表示内容を上下に移動

させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい

検針・印字許可状態一覧表を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

検針・印字許可状態一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止

④「はい」ボタンを押し

ます。 

③「一覧印字」ボタンを

押します。 

「いいえ」ボタンを押すと、検

針・印字許可状態確認画面に戻り

ます。 

「中止」ボタンを押

すと、印字を中止し、

検針・印字許可状態

確認画面に戻りま

す。 

「戻る」ボタンを押すと、登録情

報確認メニュー画面に戻ります。 

検針・印字許可状態確認画面に戻ります。 
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 ７５ 

 印字表題確認 

 

印字表題の設定内容を確認します。必要ならば印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 印字表題確認 

戻る 

＊＊＊＊  東芝ビル  ＊＊＊＊ 

印字

自動検針システム TOSCAM-B11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

①「印字表題」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

いいえ 

よろしいですか？ 

はい

登録印字表題を印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報印字 

登録印字表題を印字中です... 

(20%) 

中止

③「はい」ボタンを押し

ます。 

②印字表題を印字した

いときは「印字」ボ

タンを押します。 

「いいえ」ボタンを押すと、印字

表題確認画面に戻ります。 

「中止」ボタンを押すと、印字を中止し、

印字表題確認画面に戻ります。 

「戻る」ボタンを押すと、登録情

報確認メニュー画面に戻ります。 

印字表題確認画面に戻ります。 
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 ７６ 

 

 

自動更新許可確認 

 

自動更新許可の設定内容を確認します。 

 

 

警報出力条件確認 

 

警報出力条件の設定内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 警報出力条件確認 

戻る 

バッテリ電圧低下：出力する 

充電回路異常：出力しない 

プリンタ紙切れ：出力しない 

プリンタエラー：出力しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

①「警報出力条件」ボタ

ンを押します。 

②「戻る」ボタンを押し

て、登録情報確認メ

ニュー画面に戻りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 自動更新許可設定確認 

戻る 

全メータ：自動更新 

入居者別：自動更新 

メータ種別：確認入力 

個別メータ：確認入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 15:00 登録情報確認メニュー 

戻る 

メータ種別 

入居者 

印字表題 

自動更新許可 

警報出力条件 

検針・印字許可 

①「自動更新許可」ボタ

ンを押します。 

②「戻る」ボタンを押し

て、登録情報確認メ

ニュー画面に戻りま

す。 
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 ７７ 

11.11.11.11. 設定設定設定設定    

自動検針装置本体の時計設定、上位伝送速度設定などの初期設定を行ないます。また、バッテリ

交換日を設定してバッテリ交換用警告表示を行います。以下、設定メニュー画面からの各設定の

操作方法について説明します。 

 

 

章 やりたいこと メニュー名称 

11.1 自動検針装置本体の日付、時刻を設定します。 時計設定 

11.2 プリンタの印字濃度を設定します。 印字濃度設定 

11.3 上位装置（PC）と通信する場合に設定します。 上位伝送速度設定 

11.4 データ保護用のパスワードを設定します。 パスワード設定 

11.5 タッチパネルの位置補正を行ないます。 タッチパネル補正 

11.6 タッチパネル表面を拭くための画面です。 画面掃除 

11.7 バッテリ交換日の表示／設定、電池電圧のチェックを行ないます。 バッテリ交換日 
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 ７８ 

 

 

11.1. 時計設定 

 

 

 

 

 

 

11.2. 印字濃度設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 10:00 印字濃度設定 

ＯＫ ｷｬﾝｾﾙ 

印字濃度 ２

テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 10:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

②左右矢印ボタンを押

して印字濃度を設定

します。１～５の数

字を選択します。数

値が大きくなるほど

印字濃度が濃くなり

ます。 

①「印字濃度設定」ボタ

ンを押します。 

③「ＯＫ」ボタンを押す

と、設定メニュー画

面に戻ります。 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、この

画面で変更した内容を破棄し、

設定メニュー画面に戻ります。 テスト印字したいときは「テスト」

ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000/01/01 01:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

②数字ボタンと左右矢

印ボタンを押して日

時、時刻を設定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000/01/01 01:00 時計設定 

２００７年０１月０１日０１時００分 

ＯＫ

ｷｬﾝｾﾙ ０ 

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

０

＃ 

ｸﾘｱ 

①「時計設定」ボタンを

押します。 

③「ＯＫ」ボタンを押す

と、設定メニュー画

面に戻ります。 

「ｸﾘｱ」ボタンを押すと、今まで入

力した内容をクリアし、最上位桁

にカーソルが移動します。 

 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、今ま

で入力した内容を破棄し、設定

メニュー画面に戻ります。 

※1 使用していると時計がずれてきますので、定期的に時

計設定を行なってください。    注意注意注意注意    
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 ７９ 

 11.3. 上位伝送設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 10:00 上位伝送設定 

ＯＫ ｷｬﾝｾﾙ 

通信速度 9600bps 

接続方式 専用回線(2線) 

ＩＤ番号：９９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/15 10:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

②左右矢印ボタンを押

して通信速度を設定

します。※１ 

①「上位伝送設定」ボタ

ンを押します。 

④「ＯＫ」ボタンを押す

と、設定メニュー画

面に戻ります。 

③左右矢印ボタンを押

して接続方式を設定

します。※２ 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、この

画面で変更した内容を破棄し、

設定メニュー画面に戻ります。 

※１ 通信速度は 1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、19200bpsの中から選択

します。 

※２ 接続方式は直結、専用回線(2線)、専用回線（4線）、加入電話回線の中か

ら選択します。 
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 ８０ 

 11.4. パスワード設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 パスワード設定 

１２３  ３ 

ＯＫ 

ｷｬﾝｾﾙ ０ 

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９ ＃ 

ｸﾘｱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000/01/01 01:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

②数字ボタンと左右矢

印ボタンを押して４

桁の数字を入力しま

す。 

①「パスワード設定」ボ

タンを押します。 

③「ＯＫ」ボタンを押す

と、設定メニュー画

面に戻ります。※1 

   

「ｸﾘｱ」ボタンを押すと、今まで入

力した内容をクリアし、最上位桁

にカーソルが移動します。 

 

「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、今ま

で入力した内容を破棄し、設定

メニュー画面に戻ります。 

※１ パスワードは４桁の数字で設定する必要があります。入力桁数が１～３桁のときに

「ＯＫ」ボタンを押しても無視され、残りの桁を入力するまで待ちます。 

   またパスワードをクリアするときは、「クリア」ボタンを押して１桁も入力せずに

「ＯＫ」ボタンを押してください。 

 

パスワードを誤って入力し、「ＯＫ」ボタンを押した場合や、パスワード 

をお忘れになった場合は、起動時また画面消灯からの復帰時にパスワード

入力画面から他の画面に移行できなくなります。その時は弊社サービス店

にご連絡ください。    

注意注意注意注意    
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 ８１ 

 11.5. タッチパネル補正 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＫ ｷｬﾝｾﾙ 

矢印の場所（３ヶ所）をボールペン等で 
タッチした後、ＯＫを押してください。 

(----,----) 

(----,----) 

(----,----) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000/01/01 01:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 
①「ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＫ ｷｬﾝｾﾙ 

矢印の場所（３ヶ所）をボールペン等で 
タッチした後、ＯＫを押してください。 

(1234,5678) 

(1234,5678) 

(1234,5678) 

③「ＯＫ」ボタンを押し

ます。 

   

  

②画面に表示された３

箇所の点を画面を傷

つけないように、ス

タイラスペン等で押

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
画面に触れて動作を確認してください。 

10秒間放置すると終了します。 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ動作確認 

④タッチパネル動作確

認画面を表示します

ので、市販のスタイ

ラスペン等で画面に

触れた点の近辺に縦

横線の交点があるこ

とを確認してくださ

い。   

再度補正するときは

１０秒間画面に触れ

ないで設定メニュー

画面から①～④の手

順を繰り返してくだ

さい。 

＊「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、それま

でに入力した３箇所の点の位置

情報を破棄し、タッチパネル補正

しないで設定メニュー画面に戻

ります。  

 

＊10 秒間画面に触れないと、設定

メニュー画面に戻ります。 

 

＊「ｷｬﾝｾﾙ」ボタンを押すと、タッチパ

ネル補正しないで、設定メニュー画

面に戻ります。 

 

※1 使用しているとボタン領域を押しても反応が鈍くな

ることがありますので、その場合はタッチパネル補正

を行なってください。    注意注意注意注意    
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 ８２ 

 11.6. 画面掃除 

 

タッチパネル操作して画面が汚れた場合などに、画面を掃除してもボタンが反応しないようにす

るための機能です。次の手順で画面を掃除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 画面掃除 

ＯＫ 

画面の上半分を掃除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000/01/01 01:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

②画面上半分を掃除し

た後、「ＯＫ」ボタ

ンを押します。 

①「画面掃除」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 画面掃除 

ＯＫ 

画面の下半分を掃除してください。 

③画面下半分を掃除し

た後、「ＯＫ」ボタ

ンを押します。 

   

※１ タッチパネルの表面が汚れたときには、めがね拭き用のクロスなどの

柔らかい布で軽く拭いてください。 

※２ どうしても汚れがとれない場合はＯＡクリーナーを使用して拭き取っ

てください。 

※３ 硬いものでゴシゴシ擦らないでください。 

    

注意注意注意注意    
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 ８３ 

 11.7. バッテリ交換日 

 

バッテリ交換日の表示および電池電圧のチェックを行ないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 バッテリ交換日 

戻る 

前回バッテリ交換日:2007 年 01 月 10 日 

推奨バッテリ交換日:2009 年 01 月 10 日 

残り日数:365 日 

交換日設定 電池ﾁｪｯｸ 

電池電圧:正常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 設定メニュー 

時計設定 

戻る 

上位伝送設定 

印字濃度設定 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

画面掃除 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換日 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 
①「ﾊﾞｯﾃﾘ交換日」ボタ

ンを押します。 

②バッテリ交換日など

の表示を確認した後、

「ＯＫ」ボタンを押し

ます。 

「電池ﾁｪｯｸ」ボタンを押すと、バッテリの電池

電圧をチェックします。画面の「電池電圧」の

左横文字が「ﾁｪｯｸ中」に変わります。チェック

終了後、電池電圧が正常ならば「正常」、異常

のときは「低下」と表示し、画面最下位行に「電

池」を反転表示します。 

「交換日設定」ボタンを押さない

でください。 ※１ 

※１ バッテリ交換日の設定は弊社サービスマンが行ないます。もしバッテリ交換日が

設定されていない時には、次の画面が表示されます。 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 バッテリ交換日 

戻る 

 

バッテリ交換日が設定されていません。 

 

交換日設定 電池ﾁｪｯｸ 

電池電圧:正常 

※推奨バッテリ交換日はバッテリを交換してから２年経過した年月日とし

ています。ただし、本製品の周囲温度が２０～２５℃より高い場合には、

２年より短い期間で交換してください。 
注意注意注意注意    

※長期間バッテリを交換しないと、変形、発熱、発火の恐れがあります。 

※バッテリを交換しないで使用を続けると、停電時にデータが消失する恐れ

があります。 
危険危険危険危険    
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12.12.12.12. バッテリバッテリバッテリバッテリ警告警告警告警告    

「11設定」で説明したバッテリ交換日を設定している場合には、推奨交換時期の７ヶ月未満にな

ると、バッテリ警告画面表示やバッテリ警告印字を行ないます。 

 

 

 

 

 

 

12.1. バッテリ警告画面 

 

 バッテリ交換日を設定している場合には起動時または画面消灯からの復帰時に推奨交換時期

の７ヶ月未満になると、下のバッテリ警告画面を表示します。メッセージ内容は以下のように期

間によって異なります。「確認」ボタンを押すとパスワードを設定している場合にはパスワード

入力画面を表示し、パスワードを設定していない場合にはメインメニュー画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨交換時期までの日数 メッセージ 

7 ヶ月以上前 なし（警告画面は表示しません。） 

7 ヶ月未満～4ヶ月以上 バッテリ交換推奨時期まであと＊＊＊日です。 

サービス店に手配を依頼してください。 

交換推奨時期を過ぎると、停電時にデータが 

消失する恐れがあります。 

4ヶ月未満～2ヶ月以上 バッテリ交換推奨時期まであと＊＊＊日です。 

サービス店への手配は終わりましたか？ 

交換推奨時期を過ぎると、停電時にデータが 

消失する恐れがあります。 

2ヶ月未満～交換日 バッテリ交換推奨時期まであと＊＊＊日です。 

サービス店への手配は済んでいますね？ 

まだでしたら、至急手配をしてください。 

交換推奨時期を過ぎると、停電時にデータが 

消失する恐れがあります。 

交換時期を過ぎた バッテリ交換推奨時期を＊＊＊日過ぎています。 

至急、サービス店に手配してください。 

このままでは停電時にデータが消失する恐れ 

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/01/10 15:00 バッテリ交換警告 

確認 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換推奨時期まであと 180 日です。

ｻｰﾋﾞｽ店に手配を依頼してください。 

交換推奨時期を過ぎると、停電時にﾃﾞｰﾀが 

消失する恐れがあります。 

※バッテリ警告表示や印字時には、交換用バッテリの手配ができているかご

確認ください。 

※バッテリを交換しないと停電時にデータが消失する恐れがあります。 
注意注意注意注意    
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 12.2. バッテリ警告印字 

 

 バッテリ交換日を設定し、推奨交換時期の７ヶ月未満になった場合には、検針、読取、印字の

サブメニューから印字すると、バッテリ警告印字を行ないます。印字内容はバッテリ警告画面と

同様です。 

 個別メータ検針時の場合を例にすると、料金一覧表印字完了後、バッテリ警告印字画面を表示

し、バッテリ警告印字を行ないます。したがってバッテリ警告印字は印字の一番最後になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 個別メータ検針 

料金一覧表を印字中です... 

(20%) 

中止 

種別「電 気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007/01/31 15:00 ﾊﾞｯﾃﾘ交換警告印字 

ﾊﾞｯﾃﾘ交換警告を印字中... 

(20%) 

中止 

タイトル 

バッテリ交換警告メッセージ内容 

 

 

 

 

 

■ 印字例 

■ 画面例 

＊＊＊ バッテリ交換警告 ＊＊＊ 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓         

┃バッテリ交換推奨時期まであと┃ 

┃１５０日です。              ┃ 

┃                   ┃ 

┃サービス店に手配を依頼してく┃ 

┃ださい。          ┃ 

┃                   ┃ 

┃交換推奨時期を過ぎると、停電┃ 

┃時にデータが消失する恐れがあ┃ 

┃ります。          ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━┛ 
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13.13.13.13. 取付取付取付取付けとけとけとけと配線配線配線配線    

取り付け工事は２人で行なってください。詳細は本製品に添付されている工事要領書をご覧くだ

さい。 

 

なお、ＡＣ電源の接続は下図のように行ってください。 

 推奨電源線・・・・・・・・・１．６ｍｍ以上のＶＶＦ線 

 推奨接地線・・・・・・・・・１．６ｍｍ以上のＩＶ（Ｇ）線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＶ（Ｇ） １．６ｍｍ以上 

専用Ｄ種接地 

ＶＶＦ １．６ｍｍ以上 

ＡＣ１００V電源 

筐体アース バリスタグランド 

ショートバー 

ＭＡ ＭＢ 

※市販のコンセントから本装置へＡＣ１００Ｖを供給しな

いでください。専用の漏電機能付きブレーカー（５Ａ以

上）からＡＣ１００Ｖを供給してください。 

※電線の接続には絶縁被覆付丸形圧着端子（Ｍ４）を使用

してください 

※ネジは確実に締めてください。 

（ネジ締めトルクの推奨値：１．１８ Ｎ・ｍ） 

※ケーブルには力がかからないように接続してください。 

※絶縁耐圧試験を行うときには、ショートバーを外してく

ださい 

※電気工事士の有資格者がＤ種接地工事をするように法令

に定められています。 

※接地線を取付けないと故障や漏電のときに感電する恐れ

があります。 

注意注意注意注意    

※配線後はカバーを端子台に必ず取付けてください。 

 感電・火災の原因になります。 

 

警告警告警告警告    
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14.14.14.14. プリンタプリンタプリンタプリンタ用紙用紙用紙用紙のののの交換交換交換交換    

プリンタ用紙の交換は以下の手順で行なってください。 

 

①ペーパーカバーオープンボタンを押して、ペーパーカバーを開きます。※1 

②用紙を右図の向きにセットします。※２ 

③用紙の先端がプリンタの外に出るようにして、ペーパーカバー上面の両端を押し込んでカバー

を閉じます。※３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 ペーパーカッタの刃先で手を切らないように注意して

ください。 

※2 印字直後にサーマルヘッド部が高温になっていること

がありますので、絶対に触らないでください。 

   用紙の交換やヘッドのクリーニングはサーマルヘッド

が冷えていることを確認したから行なってください。    

※3 カバーを閉めるときは手を挟まないように注意してく

ださい。    

    

注意注意注意注意    
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15.15.15.15. 困困困困ったときはったときはったときはったときは    

 

15.1. 基本動作、検針動作 

 

症状 調査項目 対処方法 

本体に電源投入

しているが画面

に何も表示され

ない。 

・電源端子 MA、MB に電源が接続されて

いますか？ 

・画面操作してから５分間経過しまし

たか ？ 

・電源ＬＥＤと端末電源ＬＥＤが２つ

とも点灯していますか？ 

・MA、MB 端子に AC100V の電源を接続し

てください。 

・画面に触れてください。 

 

・ＬＥＤ点灯状況を弊社サービス店にご

連絡ください。 

 

指定メータの一

部または全部が

検針できない。 

・検針したいメータは検針許可になっ

ていますか？  

・弊社サービス店にご連絡ください 

 検針許可設定を行ないます。 

検針エラー（伝送

エラー）がないの

に、検針値の更新

するか否かの選

択となる。 

・自動更新になっていますか？ ・設定変更を行う必要があれば弊社サー

ビス店にご連絡ください。 

 

使用量、料金表に

一部または全部

が印字されない。 

・印字されないメータは印字許可にな

っていますか？ 

・検針後の印字で印字されないメータ

は検針許可になっていますか？ 

・印字、検針の許可設定を変更する必要

があれば弊社サービス店にご連絡く

ださい。 

 

印字できない。 ・プリンタ警報の「紙切れ」表示して

いますか？  

 

 

 

・プリンタ警報の「ﾌﾟﾘﾝﾀ」表示して

いますか？  

 

 

 

・プリンタ用紙の有無を確認してくださ

い。無い時はプリンタ用紙を入れてく

ださい。 

・プリンタ用紙を購入したい時は 

弊社サービス店にご連絡ください。 

・プリンタ用紙の紙詰まりが無いか確認

してください。 

それでも復帰しなければ、 

弊社サービス店にご連絡ください。 

検針値確認画面

で今回値が保留

表示 

・保留再検針を行なってください。 ・左記操作を実行しても同じ状態ならば

弊社サービス店にご連絡ください。 

使用量、料金表で

指針値などが空

白で印字されて

いるメータがあ

る。 

該当メータの検針値を確認してくだ

さい。 

（検針エラーのあったメータについ

て検針値の修正が行なわれていませ

ん。） 

正しい検針値を設定してください。 

設定したパスワ

ードを忘れてパ

スワード画面か

ら先に進まない。 

 弊社サービス店にご連絡ください。 
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15.2. エラー画面 

 

表示 調査項目 対処方法 

「該当するメータがあり

ません。」 

・該当する処理を行なうにあ

たり、メータが登録されて

いますか？ 

・該当するメータの登録を行なう必要が

ありますので、弊社サービス店にご連

絡ください。 

「入居者が登録されてい

ません。」 

・入居者は登録されています

か？ 

・入居者登録を行なう必要がありますの

で、弊社サービス店にご連絡くださ

い。 

「メータ種別が登録され

ていません。」 

・メータ種別は登録されてい

ますか？ 

・メータ種別登録を行なう必要がありま

すので、弊社サービス店にご連絡くだ

さい。 

「XX時 XX分に検針済みで

す。１日に２回の検針はで

きません。」 

・本日、既に検針を行なって

いませんか？ 

・本日は既に検針を行なっていますので

同じ日に２回以上の検針はできませ

ん。 

 

「データ更新中にエラー

が発生しました。」 

・システムエラーが発生して

ませんか？（「システムエ

ラー印字」を参照） 

・弊社サービス店にご連絡ください。 

ＴＴＥメンテナンス画面

での「通信エラー発生」 

・エラー内容をご確認くださ

い。（「ＴＴＥエラー印字」

の「伝送エラー」を参照） 

・弊社サービス店にご連絡ください。 

「ＴＴＥエラー印字中に

エラーが発生しました。」 

「システムエラーの印字

中にエラーが発生しまし

た。」 

「使用量一覧表の印字中

にエラーが発生しまし

た。」 

「料金一覧表の印字中に

エラーが発生しました。」 

「ﾊﾞｯﾃﾘ交換警告の印字中

にエラーが発生しまし

た。」 

検針値確認画面での「検針

値一覧表の印字中にエラ

ーが発生しました。」 

「登録メータ種別一覧表

の印字中にエラーが発生

しました。」 

「登録入居者一覧表の印

字中にエラーが発生しま

した。」 

「検針・印字許可状態一覧

表の印字中にエラーが発

生しました。」 

「登録印字表題の印字中

にエラーが発生しまし

た。」 

・紙切れになってませんか？ 

・プリンタエラーが発生して

ませんか？ 

・プリンタ用紙をセットしてください。 

・弊社サービス店にご連絡ください。 
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15.3. エラー印字動作 

 

 
症状 調査項目 対処方法 

(1) 
システムエラー

印字が発生 

・システムログをご確認ください。 ・システムログの内容を弊社サービス店

にご連絡ください。 

 

(2) ＴＴＥ異常メッ

セージ 

ＴＴＥメンテナンス画面でエラーのあっ

たＴＴＥの設定内容を確認してくださ

い。 

・設定内容が正しい場合は、弊社サービ

ス店にご連絡ください。 

 

(3) 端末伝送部に関

するエラー印字 

・ＴＴＥをリセットしてください。 

・本体電源を入れ直してください。 

・左記操作でも復旧しない場合は弊社サ

ービス店にご連絡ください。 

 

(4) 上記以外のエラ

ー印字 

・本体電源を入れ直してください。 ・左記操作でも復旧しない場合は弊社サ

ービス店にご連絡ください。 

 

 

エラー印字の詳細については次頁以降で説明します。 
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システムエラー印字 

 

本体装置に関するエラーが発生した場合、システムエラー印字を行ないます。 

 

エラーメッセージ エラー内容 

ＳＲＡＭバックアップエラー ＳＲＡＭ保存データのチェックサムエ

ラー 

ＦＬＡＳＨメモリ（データ） 

チェックサムエラー 

ＦＬＡＳＨメモリ（データ領域）から

データを読み込もうとしたがチェック

サムエラー。 

ＦＬＡＳＨメモリ（パラメータ） 

チェックサムエラー 

ＦＬＡＳＨメモリ（パラメータ領域）

からデータを読み込もうとしたがチェ

ックサムエラー。 

ＲＴＣバックアップエラー ＲＴＣを読み出した値が不正。 

ＥＥＰＲＯＭバックアップエラ

ー 

ＥＥＰＲＯＭの読み込み時にチェック

サムエラー発生。 

バックアップ電源電圧異常 

（ＲＴＣバックアップおよび 

ＴＴＥへの供給用） 

充電回路の電圧低下を検出した。 

充電回路電圧異常 充電回路の電圧低下を検出した。 

ＲＴＣ読み書きエラー ＲＴＣの設定時、正しく設定できない。 

ＲＴＣの読み込み時にリトライオーバ

ー発生。 

ＦＬＡＳＨメモリ読み書きエラ

ー 

ＦＬＡＳＨメモリの消去、または書

き込み時にタイムアウトまたはベリ

ファイエラー発生。 

ＥＥＰＲＯＭ読み書きエラー ＥＥＰＲＯＭの書き込み時にタイム

アウトまたはベリファイエラー発

生。 

 

＃＃＃ 本体異常 ＃＃＃ 

   2007 年 01 月 01 日 00 時 00 分 

 バックアップ電源電圧異常 

   (ＲＴＣバックアップおよび 

  ＴＴＥへの供給用） 

タイトル 

発生日時（異常が発生した日時） 

エラーメッセージ 
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伝送エラー 

 

ＴＴＥとの通信時に次のような伝送エラーが発生すると、伝送エラー印字を行ないます。 

 

エラーメッセージ エラー内容 検出タイミング 

端末送信不能 装置本体で送信エラーが発生 

無応答 ＴＴＥから何も受信できない 

フレーミングエラー フレーミングエラーが発生 

オーバーランエラー オーバーランエラーが発生 

パリティエラー パリティエラーが発生 

ＳＴＸ未受信 キャラクタ受信したが STX 未受信 

ＥＴＸ未受信 ＥＴＸ待ちでタイムアウト発生 

ＢＣＣ未受信 ＢＣＣ待ちでタイムアウト発生 

ＢＣＣ不一致 受信電文のＢＣＣが一致しない 

データエラー 電文の内容チェックエラー 

アドレス不一致 受信電文のアドレスが不一致 

検針、読取などＴＴＥと通信を行

なったとき 

 

 

＊＊＊ 伝送エラー ＊＊＊ 

 端末アドレス ０００ 

         パリティエラー 

タイトル 

端末アドレス（エラーが発生した端末アドレス） 

エラーメッセージ 
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ＴＴＥ異常 

 

ＴＴＥとの通信時に次のようなＴＴＥの異常情報を取得した時は、ＴＴＥ異常エラー印字を行な

います。 

 

エラーメッセージ エラー内容 検出タイミング 

ＲＯＭチェックサムエラー ＲＯＭチェックサムエラーが発

生した 

ＲＡＭ Ｒ／Ｗエラー ＲＡＭのＲ／Ｗエラーが発生し

た 

ＥＥＰＲＯＭデータエラー ＥＥＰＲＯＭの内容（パラメータ

等の保存データ）が異常 

計量値異常 指定メータの計量値カウンタの

値が破壊されている 

パラメータ異常 指定メータ（ＲＡＭの上）のパラ

メータが破壊されている 

パルス入力異常 指定メータからのパルス入力が

正しく行なわれていない 

受信タイムオーバー発生 

フレーミングエラー発生 

オーバーランエラー発生 

テキストエラー発生 

本体からのデータを受信したと

き、伝送エラーを検出した 

メータ初期値未設定 指定メータの計量値カウンタ初

期値設定が行なわれていない 

１２Ｖ電圧異常 １２Ｖ電源の電圧が低下 

検針、読取などでＴＴＥと通信を

行なったとき 

 

 

 

 

％％％ ＴＴＥ異常 ％％％ 

 端末アドレス ＝ ０８１ 

       メータ初期値未設定 

タイトル 

端末アドレス（エラーが発生した端末アドレス） 

エラーメッセージ 
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15.4. 上位通信動作 

 

症状 調査項目 対処方法 

「上位通信」接続端子の接続は合ってい

ますか？（線の取付けが逆だと通信でき

ません。） 

正しく接続してください。 

通信速度は合っていますか？ 

（上位装置の通信速度と合った速度に 

なっていますか） 

通信速度を正しく設定してくださ

い。 
 

本体ＩＤ番号は上位装置で設定した

ＩＤ番号と合っていますか？ 

本体または上位装置、どちらかで

ＩＤ番号を合わせてください。 

上位通信できな

い 

上位装置から呼び出したとき、 

画面右隅の菱形の通信状態表示マーク

の下側は点滅しますか？ 

点滅していれば、本体は上位装置に

応答を返しています。上位装置を調

査してください。 
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16.16.16.16. 一般仕様一般仕様一般仕様一般仕様    

16.1. 基本仕様 
項 目 仕 様 備考 

形名 RQ-B11  

動作電源 AC100V±10%、50/60Hz 共用  

消費電力 200VA 以下  

停電補償時間 12 時間：TTE を 40 台使用した場合 

16 時間：TTE を 30 台使用した場合 

（K8 型パルスの場合：TTE30 台で 3 時間） 

内部電池で供給 

動作環境 温度：-5～45℃ 

湿度：20～80%Rh（但し、結露なきこと） 

 

取付方法 屋内壁面取付又はラックマウント取付 ラック取付寸法は JIS C6010 準拠 

塗装色 クリーム色(日本塗料工業会:C22-80C、半ツヤ) 但し、プリンタは白色 

（PANTONE 5315） 

質量 約 25kg  

電線取付穴 底面及び背面  

外形寸法 約 430(W)×449(H)×205(D)mm 詳細は外形図を参照してください。 

 

16.2. 入出力仕様 
項 目 仕 様 備 考 

計測点数 最大 400 点 TTE の最大接続可能台数は 40 台 

ID 番号 000～999 ID番号をロータリースイッチで設

定 

 回線数 4 回線 TTE 最大 10 台／回線 

端末通信回線 通信方式 RS-485 準拠 RQ-TTE,N-TTE と通信できます 

 通信距離 最大 1km 本体から最終端の TTE までの間 

上位伝送 通信方式 RS-232C 準拠 パソコン等の上位装置への 

データ伝送用 

表示 操作部 タッチパネル付液晶 

（5.7 インチ LCD） 
320×240 画素 

 ランプ LED 表示（電源、端末給電）  

 印字方式 サーマルプリンタ *1 

プリンタ 印字文字数 16文字／行  

 用紙幅 58mm  

警報出力 出力方式 無電圧接点１回路 

AC100V,１A または DC24V,1A 

 

 出力条件 本体エラー検出時 ・バッテリ電池電圧低下 

動作:DC23V(TYP)以下で検出 

・バッテリ充電回路異常 

・紙切れ 

・プリンタエラー 

*1）プリンタの印字用紙 

サーマルロール紙 P-58-30（58mm/30m） 

 10巻/1箱 （三栄電機株式会社製） 
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＜＜＜＜付録付録付録付録＞＞＞＞    

■本体外形図 

 

 

 

＜本体背面図＞ 

ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１

塗装色は、クリーム色、日本塗料工業会 Ｃ２２－８０Ｃ、半ツヤ 
ラック取付寸法は、ＪＩＳ Ｃ６０１０準拠 
質量は最大２５ｋｇ 
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■メータ交換手順 

 

故障あるいは検定満期等により、メータを交換するときは次の手順で実行してください。※１ 

 

 

 

 

 

 

読 取 
交換を実施するメータについて、読取を実行し、使用

量表を出力しておきます。（Ｐ４７参照） 

 

 

エラーのあったメータについては、メータを見に行き、

使用量表で空白となっている指針値、今回使用量表を

記入します。 

 

新メータを取り付けて所定の配線接続を行います。 

            （Ｐ６２参照） 

 

 

ＴＴＥの計数値に新メータの初期値を設定します。 

 

 

 

（メータの乗率に変更があれば弊社サービス店で実施

します。） ※１ 

 

 

メータ交換前に出力しておいた使用量表を元に、 

今回検針値および前回検針値を修正します。 

            （Ｐ６９参照） 

今回検針値←ＴＴＥ初期値－今回使用量／乗率 

前回検針値←今回検針値－前回使用量／乗率 

 

使用量表チェック 

メータの交換 

ＴＴＥ初期値設定 

メータ乗率の変更 

検針値の修正 

※１ 設備仕様変更等によりメータ乗率に変更があれば弊社サービス店が有償にて承

ります。 
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■印字例 

 

全メータ使用量表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎入居者別、メータ種別、個別メータ、保留メータの使用量表もタイトル等を除き同仕様で印字します。 

***********  東芝   *********** 

自動検針システム TOSCAM-B11      

 使用量一覧表（全メータ） 

 YYYY年 MM月 DD 日 HH 時 MM分検針 

 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者  事業所Ａ            ┃ 

┃   （識別記号 Ａ０００）┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 電気      ┃ 

┃  （端末アドレス ０００）┃ 

┃              ┃ 

┃指針値      ３１１４２┃ 

┃今回使用量      ４６１┃ 

┃前回使用量      ４５０┃ 

┃増減率         ２％┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃  （端末アドレス ００１）┃ 

┃              ┃ 

┃指針値      １２００４┃ 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ種別合計使用量    ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 電気      ┃ 

┃      （種別番号 ０）┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         967 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃      （種別番号 １）┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         976 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 水道      ┃ 

┃      （種別番号 ２）┃ 

 

 

***********  東芝   *********** 

自動検針システム TOSCAM-B11      

使用量一覧表（全メータ） 

2000 年 01 月 07 日 00 時 40 分検針 

        印字終了しました 

印字表題 1 

印字表題 2 

タイトル 

検針日時 

 

 

 

入居者名称(全角 10文字) 

入居者の認識番号(4文字) 

 

メータ種別名称(10種別) 

回線番号+ＴＴＥアドレス+メータ番号 

 

今回検針値の指針値(検針エラー時はスペース) 

『今回指針値』-『前回指針値』 

『前回指針値』-『前々回指針値』 

増減率の計算結果 

   

今回,前回使用量 

エラー⇒スペース、 オーバーフロー⇒“******” 

増減率 

今回又は前回がエラー⇒スペース 

オーバーフロー又は前回=0,今回≠0⇒“****” 

   

タイトル 

 

メータ種別名称 

メータ種別名称の種別番号 

 

同種別のメータ台数 

同種別の今回使用量の合計(検針及び使用量印字許可のメータ) 

 

  合計使用量 

    オーバーフロー⇒“*********” 

    使用量にエラーメータ有り⇒合計値を“( )” 

で囲み印字 

 

 

 

 

 

 

印字表題 1 

印字表題 2 

タイトル 

検針日時 

終了メッセージ 

 

  ・検針及び使用量の印字許可のみ集計印字 

  ・入居者別使用量印字 

印字するメータのない入居者は印字を行わない 

  ・ﾒｰﾀ種別別使用量印字 

印字するメータのない種別は印字を行わない 

メ
ー
タ
種
別
別
使
用
量
印
字
 

入
居
者
別
使
用
量
印
字
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全メータ料金表印字 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎入居者別、メータ種別、個別メータ、保留メータの料金表もタイトル等を除き同仕様で印字します。 

***********  東芝   *********** 

自動検針システム TOSCAM-B11      

 料金一覧表（全メータ） 

 2000 年 01 月 07 日 00 時 40 分検針 

 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者 事業所Ａ            ┃ 

┃   （識別記号 Ａ０００）┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 電気      ┃ 

┃  （端末アドレス ０００）┃ 

┃              ┃ 

┃今回指針値    ３１１４２┃ 

┃前回指針値    ３０６８１┃ 

┃使用量        ４６１┃ 

┃料金       ２，０００┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃  （端末アドレス ００１）┃ 

┃              ┃ 

 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ種別合計料金     ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 電気      ┃ 

┃      （種別番号 ０）┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         967 ┃ 

┃ 合計料金        \4,000 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃      （種別番号 １）┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         976 ┃ 

┃ 合計料金        \5,000 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 水道      ┃ 

┃      （種別番号 ２）┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      １ ┃ 

 

***********  東芝   *********** 

自動検針システム TOSCAM-B11      

 料金一覧表（全メータ） 

 2000 年 01 月 07 日 00 時 40 分検針 

        印字終了しました 

メ
ー
タ
種
別
別
料
金
量
印
字
 

入
居
者
別
料
金
印
字
 

印字表題 1 

印字表題 2 

タイトル 

検針日時 

 

 

 

入居者名称(全角 10文字) 

入居者の識別記号(4文字) 

 

メータ種別名称(10種別) 

回線番号+ＴＴＥアドレス+メータ番号 

 

今回の指針値(検針エラー時はスペース) 

前回の指針値(検針エラー時はスペース) 

今回使用量（『今回指針値』-『前回指針値』） 

料金の計算結果 

   

今回使用量 

エラー⇒スペース、 オーバーフロー⇒“******” 

  料金 

今回がエラー  ⇒“\+スペース” 

オーバーフロー ⇒“￥***,***,***” 

   

タイトル 

 

メータ種別名称 

メータ種別名称の種別番号 

 

同種別のメータ台数 

同種別の今回使用量の合計(検針及び使用量印字許可のメータ) 

同種別の料金の合計 

  

 合計使用量 

    オーバーフロー⇒“*********” 

    使用量にエラーメータ有り⇒合計値を”( )” 

で囲み印字 

  合計料金 

今回がエラー  ⇒“\+スペース” 

オーバーフロー ⇒“￥***,***,***” 

 

 

 

 

 

印字表題 1 

印字表題 2 

タイトル 

検針日時 

終了メッセージ 

 

・検針及び使用量の印字許可のみ集計印字 

  ・入居者別使用量印字 

印字するメータのない入居者は印字を行わない 

  ・メータ種別別使用量印字 

印字するメータのない種別は印字を行わない 
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１００ 

 

ＴＴＥから取得した設定内容の印字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録メータ種別一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回線０  ＴＴＥ機器アドレス０ 

動作モード一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ０          ┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ接続  ３線    ┃ 

┃ 積算方法   パルス積算 ┃ 

┃ パルスの重み １パルス  ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ１          ┃ 

┃              ┃ 

回線番号（0～3）、ＴＴＥアドレス（0～9） 

タイトル 

 

 

メータ番号（０～9） 

 

2 線低速/3 線/2 線高速 

パルス積算/ON 時間積算 

1 パルス/0.5 パルス 

 

   アドレスに“＃”を指定した場合は、0～9 の 

   全てを印字 

登録メータ種別一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ種別番号 ０     ┃ 

┃メータ種別名  電気     ┃ 

┃基本料金        2000.00┃ 

┃基本使用量          1000┃ 

┃単価１           10.01┃ 

┃単価変更使用量１       5000┃ 

┃単価２           20.01┃ 

┃単価変更使用量２       6000┃ 

┃単価３           30.01┃ 

┃定時検針   31 日 23 時 59 分┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別番号 １     ┃ 

┃メータ種別名  ガス     ┃ 

┃基本料金        2500.00┃ 

┃基本使用量          1100┃ 

┃単価１           10.02┃ 

┃単価変更使用量１       5100┃ 

┃単価２           20.02┃ 

┃単価変更使用量２       6100┃ 

┃単価３           30.02┃ 

┃定時検針   31 日 23 時 59 分┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別番号 ２     ┃ 

┃メータ種別名  水道     ┃ 

タイトル 

 

 

メータ種別番号(0～9) 

メータ種別名(全角 3文字) 

0.00～99999.99 

0～99999 

0.00～99999.99 

0～99999 

0.00～99999.99 

0～99999 

0.00～99999.99 

定時検針日時 

 

  以降登録メータ種別分繰り返します。 
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登録入居者一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検針・印字許可状態一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録入居者一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者識別記号 Ａ０００  ┃ 

┃    事業所Ａ          ┃ 

┃              ┃ 

┃ 設置メータ （メータ種別，┃ 

┃    端末アドレス，乗率）┃ 

┃              ┃ 

┃  ０，０００，  １．０１┃ 

┃  １，００１，  １．０２┃ 

┃  ２，００２，  １．０３┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃入居者識別記号 Ａ００１  ┃ 

┃    事業所Ｂ          ┃ 

┃              ┃ 

┃ 設置メータ （メータ種別，┃ 

┃    端末アドレス，乗率）┃ 

┃              ┃ 

┃  ３，００３，  １．０４┃ 

┃  ４，００４，  １．０５┃ 

┃  ５，００５，  １．０６┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

ﾀｲﾄﾙ 

 

 

入居者の識別記号(4文字) 

入居者名(全角 10文字) 

 

 

メータ種別、端末アドレス、乗率 

 （登録分のみ続く） 

 

 

 

  以降登録入居者分繰り返します。 

  メータ未登録の入居者は印字しません。 

 

   メータ種別：0～9 

   端末アドレス： 

回線番号  ：0～3 

TTE アドレス  ：0～9 

メータ番号 ：0～9 

   乗率：0.01～100.00 

 

検針・印字許可状態一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者 事業所Ａ          ┃ 

┃   （識別記号 Ａ０００）┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 電気      ┃ 

┃  （端末アドレス ０００）┃ 

┃              ┃ 

┃   検針許可       ┃ 

┃   使用量印字許可    ┃ 

┃   料金印字許可     ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃  （端末アドレス ００１）┃ 

┃              ┃ 

┃   検針許可       ┃ 

┃   使用量印字許可    ┃ 

┃   料金印字許可     ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

ﾀｲﾄﾙ 

 

 

入居者名(全角 10文字) 

入居者の識別記号(4文字) 

 

メータ種別 

端末アドレス 

 

検針許可/停止 

使用量印字許可/禁止 

料金表印字許可/禁止 

 

 

  以降登録入居者分繰り返します。 

  メータ未登録の入居者は印字しません。 

 

 

   メータ種別：登録している名称 

   端末アドレス： 

回線番号  ：0～3 

TTE アドレス  ：0～9 

メータ番号 ：0～9 



                                          ＜付録＞ 

１０２ 

登録情報表題 
 

 

 

 

 

 

 

 

本体異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端末伝送器（TTE）エラー 

 ＜伝送エラー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜TTEエラー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッテリ交換警告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃＃＃ 本体異常 ＃＃＃ 

   YYYY年 MM月 DD 日 HH 時 MM分 

 バックアップ電源電圧異常 

   (ＲＴＣバックアップおよび 

  ＴＴＥへの供給用） 

タイトル 

発生日時 

エラーメッセージ 

（エラーメッセージは他にもあります。） 

＊＊＊ 伝送ｴﾗｰ ＊＊＊ 

 端末アドレス  NNN 

         ﾊﾟﾘﾃｨｴﾗｰ 

タイトル 

端末アドレス 

エラーメッセージ 

（エラーメッセージは他にもあります。） 

 

％％％ ＴＴＥ異常 ％％％ 

 端末アドレス ＝ NNN 

         ﾊﾟﾙｽ入力異常 

タイトル 

端末アドレス 

エラーメッセージ 

（エラーメッセージは他にもあります。） 

 

＊＊＊ バッテリ交換警告 ＊＊＊ 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃バッテリ交換推奨時期まで    ┃ 

┃あと NNN 日です。            ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━┛ 

タイトル 

 

メッセージ 

（エラーメッセージは他にもあります。） 

 

登録印字表題 

 

***********  東芝   *********** 

自動検針システム TOSCAM-B11    

 

タイトル 

 

表題 1 (全角 16文字) 

表題 2 (全角 16文字) 

 

   使用量表、料金表の表題として 

印字する内容です。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動検針装置 ＴＯＳＣＡＭ－Ｂ１１ 取扱説明書 

 

初版 ２０１０年 ９月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおおお問問問問いいいい合合合合わせについてわせについてわせについてわせについて 

ご相談またはトラブルなどにつきましては、弊社サービス店にお問い

合わせください。 

版権所有、東光東芝メーターシステムズ、２０１０年 

この資料の一部を当社の許可なく、他に転用

することを禁じます。また、この内容は、予

告無しに変更することがありますのでご了承

ください。 

 


